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近
代
日
本
研
究
第
三
十
三
巻
（
二
〇
一
六
年
）

小
特
集

新
塾
歌
制
定
七
五
年

信
時
潔
作
曲
の
二
つ
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」

―
―
二
人
の
作
曲
依
頼
者

与
謝
野
寛
・
小
泉
信
三
―
―

坂
部
由
紀
子

は
じ
め
に

新
塾
歌
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
大
正
末
期
か
ら
、
昭
和
一
六
年
一
月
に
現
在
の
形
の
塾
歌
が
発
表
さ
れ

る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
塾
歌
」
の
歌
詞
が
作
ら
れ
、
検
討
さ
れ
、
採
用
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
富
田
正
文
（
明
治
三
一
―

平
成
五
）
作
詞
、
信
時
潔
（
明
治
二
〇
―
昭
和
四
〇
）
作
曲
の
現
在
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」（
昭
和
一
六
年
）
が
今
の
形
に
な
り
、

塾
歌
と
し
て
正
式
に
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
長
い
時
間
が
か
か
り
、
多
く
の
人
々
が
か
か
わ
っ
た
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
語

ら
れ
て
き
た
。

こ
の
期
間
に
作
ら
れ
た
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
折
口
信
夫
（
明
治
二
〇
―
昭
和
二
八
）
の
手
に
な
る
昭
和
九
年
の
慶
應
義
塾
塾
歌
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（
1
）

草
案
の
よ
う
に
、
我
々
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
形
で
刊
行
物
に
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
無
名
の
人
々
の
作
品
は
歴

史
の
中
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
「
昭
和
二
年
一
月

塾
歌
関
連
資
料
」
と
題
す
る
厚
い
綴
り
に
は
、
昭
和
二
年
に
行
わ
れ
た
懸
賞
応
募
の
塾
生
・
塾
員
た
ち
の
作
品
が
す
べ
て
収
め
ら

れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
無
名
の
人
々
作
の
歌
詞
も
今
も
ひ
っ
そ
り
と
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
合
計
す
る
と
「
現
行
塾
歌

に
な
れ
な
か
っ
た
」
塾
歌
の
歌
詞
が
九
〇
編
近
く
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
こ
の
大
正
末
期
か
ら
昭
和
一
六
年
初
め
ま
で
に
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
と
し
て
楽
曲
の
完
成
に
至
っ
た
も
の
は
二
作
品

に
過
ぎ
な
い
。
一
つ
は
昭
和
二
年
に
完
成
し
た
も
の
の
採
用
さ
れ
ず
、
幻
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」（
与
謝
野
寛
作
詞
、
信
時
潔
作

曲
）
と
な
っ
た
も
の
と
、
も
う
一
つ
は
そ
れ
か
ら
一
〇
年
以
上
を
経
た
昭
和
一
六
年
一
月
に
正
式
に
発
表
さ
れ
た
現
行
の
「
慶
應

義
塾
塾
歌
」（
富
田
正
文
作
詞
、
信
時
潔
作
曲
）
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
信
時
潔
が
作
曲
を
担
当
し
て
い
る
。
二
曲
は
歌
詞
も
曲
も

ま
っ
た
く
別
の
作
品
で
、
イ
メ
ー
ジ
も
異
な
る
。
与
謝
野
寛
（
與
謝
野
鉄
幹
）（
明
治
六
―
昭
和
一
〇
）
作
詞
に
よ
る
最
初
の
作

品
は
、
後
に
富
田
正
文
に
よ
っ
て
別
の
歌
詞
を
付
け
ら
れ
、
福
澤
先
生
誕
生
百
年
祭
記
念
の
歌
「
日
本
の
誇
」
と
な
っ
て
再
生

し
、
現
在
も
毎
年
一
月
一
〇
日
の
福
澤
先
生
誕
生
記
念
日
に
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
信
時
潔
作
曲
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
に
つ
い
て
、
著
者
は
以
前
、
信
時
潔
が
遺
し
た
楽
譜
資
料
の
検
討
を
中
心
に
現

行
（
2
）

塾
歌
と
与
謝
野
（
3
）

塾
歌
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
過
程
を
調
査
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
二
曲
の
作
曲
・
作
詞
と
推
敲
の
過
程
は
異
な
っ
て

お
り
、
信
時
潔
の
作
品
、
と
り
わ
け
彼
が
九
百
曲
余
り
作
っ
た
校
歌
の
み
の
中
で
考
え
て
も
、
こ
の
二
曲
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク

と
い
え
る
成
立
形
態
を
持
っ
て
い
る
。
信
時
潔
の
貴
重
な
自
筆
譜
や
印
刷
譜
、
音
楽
書
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
な
ど
が
数
年
前
に
東
京

藝
術
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
「
信
時
潔
文
庫
」
が
誕
生
（
4
）

し
た
。
膨
大
な
資
料
の
整
理
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
お
か
げ
で

今
回
は
じ
め
て
現
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
楽
譜
等
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
、
信
時
研
究
の
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最
新
情
報
を
取
り
入
れ
た
Ｃ
（
5
）

Ｄ
集
が
発
売
さ
れ
た
り
、
信
時
潔
没
後
五
十
年
に
あ
た
る
平
成
二
七
年
に
は
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

演
奏
会
や
資
料
展
が
い
く
つ
も
開
か
れ
た
り
な
ど
、
人
々
が
実
際
の
音
楽
を
耳
に
す
る
機
会
が
（
6
）

増
え
、
信
時
作
品
の
再
評
価
が
急

速
に
進
ん
で
き
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
あ
る
現
在
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
の
「
信
時
潔
文
庫
」
に
残
る
手
稿
譜

と
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
塾
歌
関
連
資
料
」
フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
書
類
を
用
い
て
こ
の
二
つ
の
塾
歌
の
作
曲
に

つ
い
て
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
信
時
潔
に
依
頼
し
、
ど
う
作
ら
れ
た
か
を
見
直
す
価
値
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

信
時
潔
自
身
は
当
時
東
京
音
楽
学
校
の
教
授
で
あ
り
、
慶
應
義
塾
と
の
関
係
は
特
に
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
信
時
潔
に
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
誰
が
こ
の
二
つ
の
「
塾
歌
」
の
作
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
大
正
末

期
か
ら
昭
和
一
六
年
ま
で
の
長
時
間
を
か
け
た
新
塾
歌
誕
生
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
き
く
三
つ
に
分
け
、
一
章
で
信
時
の
一
つ
目
の

「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
を
作
曲
依
頼
・
作
詞
し
た
与
謝
野
寛
の
動
き
に
前
後
関
係
も
含
め
て
注
目
し
、
二
章
で
は
信
時
の
二
つ
の

「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
間
を
整
理
、
三
章
で
現
行
の
塾
歌
―
―
信
時
の
二
つ
目
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
―
―
を
生
み
出
し
た
立
役

者
の
小
泉
信
三
を
中
心
に
見
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

一
、
与
謝
野
寛
―
―
「
曲
が
先
、
詩
が
後
」
の
与
謝
野
・
信
時
塾
歌
へ
―
―

一
―
（
一
）、
公
募
歌
詞
（
大
正
一
五
年
一
二
月
〜
昭
和
二
年
春
）
と
審
査
委
員
・
与
謝
野
寛
の
熱
意

昭
和
一
六
年
に
発
表
さ
れ
た
現
在
の
塾
歌
が
公
式
に
制
定
さ
れ
た
初
め
て
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
で
は
な
く
、
明
治
三
七
年
三

月
に
発
表
さ
れ
た
「
旧
塾
歌
」
が
そ
の
前
に
存
在
し
た
こ
と
は
こ
こ
で
改
め
て
ふ
れ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。「
天
に
あ
ふ
る

信時潔作曲の二つの「慶應義塾塾歌」
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る
文
明
の
」
で
始
ま
る
こ
の
歌
は
、
塾
員
で
詩
人
・
新
聞
記
者
の
角
田
勤
一
郎
（
明
治
二
―
大
正
五
）
に
作
詞
を
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
・
作
曲
家
で
あ
り
、
義
塾
の
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
指
導
も
行
っ
て
い
た
金
須
嘉
之
進
（
慶
応
三
―
昭
和
二
六
）

に
作
曲
を
頼
ん
で
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
早
稲
田
大
学
校
歌
（「
都
の
西
北
」
明
治
四
〇
年
制
定
）
や
同
志
社
大

学
校
歌
（「D

oshisha
College

Song

」
明
治
四
二
年
制
定
）
な
ど
と
い
っ
た
作
品
よ
り
早
く
発
表
さ
れ
て
お
り
、
カ
レ
ッ
ジ
ソ

ン
グ
制
定
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
旧
塾
歌
」
も
最
終
的
に
作
詞
・
作
曲
者
に
依
頼
す
る
以
前
に
、
謝
金

を
用
意
し
て
塾
生
、
塾
員
に
向
け
て
歌
詞
の
募
集
を
行
っ
た
の
は
現
在
の
塾
歌
と
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
頭
（
当
時
の
慶
應

義
塾
の
業
務
統
括
者
）
の
小
幡
篤
次
郎
（
天
保
一
三
―
明
治
三
八
）
や
塾
長
（
第
四
代
）
の
鎌
田
栄
吉
（
安
政
四
―
昭
和
九
）
ら

の
意
に
叶
う
よ
う
な
作
品
が
な
く
、
結
局
は
採
用
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
こ
と
も
現
在
の
塾
歌
と
よ
く
似
た
経
緯
を
た
ど
っ
て

（
7
）

お
り
、
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

「
旧
塾
歌
」
制
定
の
前
年
、
明
治
三
六
年
一
〇
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
は
、
同
月
に
開
か
れ
た
寄
宿
舎
記
念

会
で
「
塾
歌
が
合
唱
さ
れ
た
」
と
い
う
記
事
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
経
済
学
部
教
授
高
橋
誠
一
郎
（
明
治

一
七
―
昭
和
五
七
）
の
塾
生
時
代
の
作
と
い
わ
れ
る
「
慶
應
義
塾
之
歌
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
（
8
）

い
る
。
正
式
な
「
塾
歌
」
で
は

な
い
も
の
の
、「
旧
旧
塾
歌
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
扱
い
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
作
品
の
作
者
・
高
橋
誠
一
郎
は
、
大
正

末
期
か
ら
昭
和
一
六
年
ま
で
の
新
塾
歌
誕
生
の
歴
史
の
中
で
塾
歌
審
査
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
と
な
る
。

新
塾
歌
作
成
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
大
正
一
五
年
一
一
月
に
塾
官
局
の
名
で
塾
歌
懸
賞
募
集
が
行
わ
れ
、
審
査
委
員
（
板
倉
卓

造
、
横
山
重
、
与
謝
野
寛
、
高
橋
誠
一
郎
、
野
口
米
次
郎
、
正
木
俊
二
、
小
泉
信
三
）
も
公
表
さ
れ
た
。
翌
年
の
昭
和
二
年
一
月

一
一
日
に
募
集
を
締
め
切
り
、
そ
の
後
ま
も
な
く
一
月
一
九
日
に
第
一
回
の
審
査
委
員
会
が
開
か
れ
る
。
記
録
に
よ
る
と
、
出
席

は
四
名
の
審
査
委
員
（
野
口
、
小
泉
、
横
山
、
正
木
）
と
、
林
毅
陸
塾
長
（
明
治
五
―
昭
和
二
五
）、
占
部
理
事
、
小
沢
庶
務
主
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任
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
に
応
募
八
一
名
に
よ
る
八
五
作
品
が
す
べ
て
の
委
員
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
前
に
、
ま
ず
は
委
員
の

一
人
で
あ
る
横
山
重
（
明
治
二
九
―
昭
和
五
五
）
が
「
下
調
べ
」
を
お
こ
な
っ
た
。

一
月
二
六
日
の
第
二
回
塾
歌
審
査
委
員
会
に
は
七
名
の
全
委
員
と
、
林
塾
長
、
占
部
理
事
、
小
沢
主
任
が
出
席
。
横
山
が
あ
ら

か
じ
め
選
ん
だ
二
十
数
作
品
を
委
員
全
員
が
百
点
満
点
で
採
点
す
る
こ
と
が
こ
こ
で
決
ま
る
。
採
点
用
の
表
を
み
る
と
、
横
山
は

予
備
審
査
で
Ａ
（
七
篇
）、
Ｂ
（
一
九
篇
）、
Ｃ
（
五
九
篇
）
と
わ
け
て
（
9
）

お
り
、
こ
の
順
に
作
品
一
覧
表
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
審

査
対
象
の
歌
詞
は
「
二
五
作
品
」
と
書
類
に
残
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
横
山
の
Ａ
と
Ｂ
ラ
ン
ク
の
合
計
二
六
作
品
が
相
当
す
る

模
様
で
あ
る
。

翌
日
の
二
七
日
か
ら
二
月
一
八
日
ま
で
の
期
間
を
か
け
て
、
横
山
が
Ｃ
と
し
た
歌
詞
も
含
め
た
応
募
作
品
八
五
篇
す
べ
て
が
七

人
の
審
査
委
員
全
員
に
順
に
回
覧
さ
れ
、
各
自
が
採
点
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
塾
歌
関
連
資
料
」
の
フ
ァ
イ
ル
に
残
さ

れ
て
い
る
採
点
表
に
よ
る
と
、
七
人
全
員
が
委
員
会
で
決
め
た
通
り
に
二
六
作
品
の
採
点
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
具
体

的
に
は
、
横
山
、
正
木
の
二
人
は
八
五
作
品
す
べ
て
に
点
を
付
け
て
い
る
。
小
泉
、
野
口
、
高
橋
の
三
委
員
は
第
二
回
の
委
員
会

で
の
決
定
通
り
、
二
六
作
品
を
採
点
。
板
倉
は
横
山
の
Ａ
と
Ｃ
ラ
ン
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
作
品
の
計
二
篇
の
み
に
点
を
与
え
、
残

り
は
零
点
。
そ
し
て
残
る
与
謝
野
寛
は
Ａ
の
七
篇
す
べ
て
と
Ｂ
と
Ｃ
か
ら
ぽ
つ
ぽ
つ
と
九
作
品
を
選
び
、
合
計
一
六
作
品
に
点
を

つ
け
て
い
る
。

審
査
委
員
全
員
の
採
点
を
受
け
、
二
月
二
三
日
の
第
三
回
塾
歌
審
査
委
員
会
（
高
橋
、
与
謝
野
、
板
倉
、
小
泉
の
四
委
員
、
林

塾
長
、
占
部
理
事
出
席
）
で
、
一
等
と
二
等
は
該
当
作
な
し
と
し
、
三
等
一
名
、
四
等
三
名
、
等
外
入
選
二
名
を
選
ん
で
い
る
。

入
選
作
品
は
与
謝
野
が
添
削
し
た
上
で
発
表
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
塾
歌
と
し
て
採
用
す
る
も
の
は
な
い
が
、
一
等
の
賞
金

（
五
〇
円
）
を
三
等
の
入
選
者
へ
、
二
等
の
賞
金
（
三
〇
円
）
を
四
等
の
入
選
者
に
、
四
等
の
賞
金
（
一
〇
円
）
を
等
外
入
選
者
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へ
三
月
一
日
に
交
付
し
た
。

こ
こ
で
の
判
断
に
関
す
る
資
料
を
検
討
し
て
い
く
と
、
こ
の
懸
賞
応
募
時
点
で
の
塾
歌
審
査
委
員
会
に
お
け
る
与
謝
野
の
発
言

力
の
大
き
さ
が
印
象
に
残
る
。
理
由
と
し
て
は
、

①
結
果
が
委
員
全
員
に
よ
る
合
計
点
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
作
品
が
あ
る
こ
と
。
等
外
入
選
の
一
作
品
（
二
階
堂
）
は
横
山
が

Ｃ
と
ラ
ン
ク
付
け
し
て
お
り
、
与
謝
野
が
全
作
品
中
の
最
高
点
七
五
点
を
こ
の
作
品
に
付
け
て
い
る
以
外
は
、
す
べ
て
に
点

を
付
け
た
横
山
と
正
木
し
か
採
点
し
て
い
な
い
た
め
、
合
計
点
は
低
い
。
お
そ
ら
く
与
謝
野
が
彼
の
中
で
の
最
高
点
を
付
け

て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
例
外
的
に
等
外
入
選
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

②
こ
の
「
等
外
入
選
」
と
い
う
言
葉
は
与
謝
野
が
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
審
査
の
段
階
で
は
「
選
外
佳
作
」
と
書
か
れ
、
審

査
委
員
会
の
記
録
に
も
「
選
外
佳
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
与
謝
野
が
「
選
ん
だ
の
に
選
外
佳
作
と
い
う
名
は
異
様
」
と

異
議
を
唱
え
、
委
員
会
の
記
録
も
訂
正
、
発
表
時
に
「
等
外
入
選
」
と
い
う
語
に
差
し
替
え
ら
れ
た
。

③
与
謝
野
は
応
募
作
品
を
添
削
す
る
際
、
と
て
も
熱
心
に
文
字
通
り
「
赤
」
を
入
れ
て
い
る
。
発
表
時
に
附
記
と
し
て
「
各
篇

を
通
じ
審
査
委
員
に
於
て
多
少
辞
句
に
添
削
を
加
へ
た
る
所
あ
り
」
と
い
う
断
り
書
き
は
確
か
に
あ
る
が
、
作
品
に
よ
っ
て

は
真
っ
赤
に
添
削
さ
れ
、
ほ
ぼ
元
の
言
葉
が
残
っ
て
い
な
い
状
態
で
審
査
委
員
会
が
選
ん
だ
入
賞
作
品
と
し
て
発
表
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
み
る
と
、
懸
賞
公
募
塾
歌
の
審
査
委
員
七
名
の
中
で
の
与
謝
野
寛
の
発
言
力
が
と
て
も
大
き
か
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
彼
が
こ
の
新
塾
歌
歌
詞
の
審
査
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
応
募
作
品
―
―
し
か
も
塾
歌
と
し
て
は
採
用
し
な
い
と
既
に

決
ま
っ
て
い
る
作
品
―
―
の
添
削
に
か
な
り
の
時
間
を
使
っ
て
お
り
、
新
塾
歌
の
歌
詞
制
作
に
非
常
に
熱
を
入
れ
て
い
る
様
子
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

98



一
―
（
二
）、
初
め
の
信
時
潔
作
曲
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
と
作
詞
者
・
与
謝
野
寛
（
昭
和
二
年
春
〜
八
月
）

懸
賞
公
募
作
品
の
審
査
と
入
選
作
品
へ
の
添
削
に
あ
た
っ
て
の
与
謝
野
の
熱
心
さ
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

応
募
作
品
が
「
塾
歌
」
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
採
用
作
品
な
し
」
と
い
う
懸
賞
公
募
の
結
果
が
発
表
さ
れ
た

昭
和
二
年
の
春
か
ら
、
塾
歌
審
査
委
員
の
一
人
で
あ
る
与
謝
野
寛
自
身
が
塾
歌
制
作
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
応
募
作
品
を
添
削
し

て
い
る
う
ち
に
自
ら
作
詞
し
た
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
与
謝
野
へ
の
塾
歌
作
成
依
頼
に
つ
い

て
は
、
誰
が
ど
こ
で
行
っ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。「
塾
歌
関
連
資
料
」
フ
ァ
イ
ル
に
も
与
謝
野
へ
の
制
作
依
頼
の
記
録
は
存

在
せ
ず
、
こ
の
依
頼
の
た
め
に
委
員
会
が
開
か
れ
た
と
い
う
資
料
も
な
い
。

新
塾
歌
の
制
定
に
つ
い
て
、
大
正
一
二
年
か
ら
昭
和
二
三
年
ま
で
塾
監
局
に
勤
務
し
、
新
塾
歌
制
定
に
あ
た
っ
て
の
動
き
に
深

く
か
か
わ
っ
た
小
沢
愛
圀
（
明
治
二
〇
―
昭
和
五
三
）
が
、
昭
和
三
三
年
に
『
三
色
旗
』
に
「
塾
歌
由
来
記
」
と
し
て
そ
の

（
10
）

経
緯
を
ま
と
め
て
記
し
て
い
る
。
彼
は
大
正
末
期
か
ら
昭
和
一
六
年
の
発
表
ま
で
す
べ
て
の
期
間
に
渡
っ
て
職
員
と
し
て
塾
歌
制

定
に
奔
走
し
て
お
り
、
先
ほ
ど
あ
げ
た
塾
歌
審
査
委
員
会
の
記
録
の
中
に
も
ほ
ぼ
毎
回
出
席
者
と
し
て
彼
の
名
前
が
あ
る
。
彼
が

委
員
や
塾
長
、
作
者
た
ち
の
実
務
的
な
連
絡
役
と
し
て
審
査
を
す
す
め
て
行
っ
た
こ
と
も
「
塾
歌
関
連
書
類
」
の
フ
ァ
イ
ル
に
あ

る
記
録
や
手
紙
類
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
若
干
注
意
が
必
要
な
の
は
、
小
沢
の
「
塾
歌
由
来
記
」
に
は
興
味
深
い
記
述
も

多
く
み
ら
れ
る
が
、
後
年
に
な
っ
て
か
ら
の
文
章
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
順
番
等
に
思
い
違
い
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
箇
所
が
散

見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
沢
に
よ
れ
ば
、
林
毅
陸
塾
長
が
新
塾
歌
制
定
に
向
け
て
塾
歌
委
員
会
を
組
織
し
て
相
談
を
は
じ
め
、「
今
度
は
調
子
が
新
し

い
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
、
適
當
の
人
を
選
ん
で
頼
む
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
、「
熟
議
の
末
、
與
謝
野
寛
先
生
に
頼
も
う
」
と
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な
り
、
小
沢
が
塾
命
を
帯
び
て
「
當
時
麹
町
に
お
住
い
の
與
謝
野
先
生
宅
を
訪
れ
」、「『
三
田
文
學
』
創
刊
以
来
、
長
く
懇
意
の

間
柄
」
で
あ
っ
た
与
謝
野
に
「
趣
旨
を
十
分
に
説
明
し
て
作
歌
の
こ
と
を
お
願
い
し
た
」
と
な
っ
て
（
11
）

い
る
。
こ
こ
で
「
作
歌
」
と

言
っ
て
い
る
の
は
作
曲
を
含
ま
な
い
「
作
詞
」
ま
で
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
与
謝
野
は
こ
の
時
に
快
く
承
諾
し
た
も
の
の
、

中
々
出
来
た
と
い
う
連
絡
が
入
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
詳
し
い
日
時
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
小
沢
が
与
謝
野
宅
を
再
度
訪
問
し
た
時
に
「（
与
謝
野
）
先
生
の
御
一
存
で
、

先
ず
歌
曲
を
音
樂
學
校
の
信
時
先
生
に
御
願
い
し
た
の
が
出
来
た
か
ら
塾
へ
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
と
言
っ
て
、
歌
譜
を
渡
さ
れ

た
。」
と
あ
り
、
こ
こ
で
初
め
て
塾
歌
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
信
時
潔
の
名
が
表
れ
て
い
る
。
小
沢
は
「
そ
れ
を
預
か
っ
て
塾
へ

戻
っ
て
、
そ
の
旨
塾
長
初
め
委
員
諸
氏
に
報
告
」
し
た
と
（
12
）

い
う
。
こ
の
ま
ま
読
む
な
ら
ば
、
歌
詞
の
入
ら
な
い
音
符
の
み
の
メ
ロ

デ
ィ
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
楽
譜
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
信
時
潔
に
作
曲
を
依
頼
し
た
の
が
与
謝
野
寛
の
一
存

だ
っ
た
の
は
、
こ
の
小
沢
の
記
述
か
ら
も
後
日
の
審
査
委
員
会
記
録
な
ど
の
資
料
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
他
の
審
査
委
員
た
ち
や

塾
長
等
も
、
曲
が
完
成
し
て
か
ら
「
与
謝
野
寛
の
一
存
で
信
時
潔
に
作
曲
を
依
頼
し
て
い
た
」
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

信
時
潔
は
こ
れ
よ
り
前
に
与
謝
野
寛
の
短
歌
に
曲
を
つ
け
た
歌
曲
を
発
表
し
て
お
り
、
二
人
の
交
流
は
す
で
に

（
13
）

あ
っ
た
。
大
正

一
三
年
に
初
演
さ
れ
た
独
唱
曲
『
短
歌
連
曲
』
が
そ
れ
で
、
信
時
は
表
情
の
全
く
異
な
る
与
謝
野
の
和
歌
四
篇
に
曲
を
つ
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
の
一
つ
「
ね
が
は
く
は
若
き
木
花
咲
耶
姫
わ
が
心
を
も
花
に
し
た
ま
へ
」
に
つ
い
て
、
後
に
妻
の
与
謝
野
晶

子
が
「
或
る
音
楽
者
が
短
歌
の
作
曲
を
し
て
見
た
い
と
申
込
ま
れ
た
時
に
、
作
者
は
幾
首
か
の
歌
を
呈
供
し
た
が
、
是
れ
も
そ
の

中
の
一
首
で
あ
つ
た
。」
と
（
14
）

説
明
し
て
い
る
。
こ
の
「
或
る
音
楽
者
」
が
信
時
潔
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
、
与
謝
野
寛
の
歌
詞

（
和
歌
）
が
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
歌
詞
に
信
時
が
作
曲
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
信
時
は
通
常
、
興
味
の
あ
る
歌
詞
に
出
会

う
と
そ
こ
に
曲
を
つ
け
る
の
が
い
つ
も
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
与
謝
野
寛
が
依
頼
し
た
こ
の
「
塾
歌
」
は
、
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信
時
潔
の
通
常
の
形
と
は
逆
の
順
で
作
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
歌

詞
の
前
に
曲
が
書
か
れ
る
「
曲
先
行
」
の
形
を
と
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
信
時
潔
が
作
っ
た
歌
曲
の
中
で
は
き
わ
め
て
珍
し

く
、
数
多
く
の
彼
の
校
歌
・
団
体
歌
の
中
で
も
他
に
例
が
な
い
と

（
15
）

い
う
。

信
時
の
こ
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
の
ス
ケ
ッ
チ

は
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
の
「
信
時
潔
文
庫
」
に
残
さ
れ

て
お
り
、
下
の
写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
五
線
紙
ノ
ー
ト
の
別
の

曲
が
書
か
れ
た
ペ
ー
ジ
の
下
の
余
白
を
使
い
、
ノ
ー
ト
の
上
下
逆

向
き
に
書
か
れ
て
い
る
。
新
し
い
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
を
思
い
つ
い
た

時
に
紙
の
余
白
に
書
き
留
め
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
信
時
潔

に
は
め
ず
ら
し
く
は
な
い
書
き
方
と
い
う
。
鉛
筆
書
き
の
メ
ロ

デ
ィ
を
み
る
と
、
完
成
し
た
曲
で
は
最
後
に
位
置
す
る
こ
と
と
な

る
「
慶
應
義
塾
万
歳
」
に
あ
た
る
メ
ロ
デ
ィ
の
元
と
な
る
フ
レ
ー

ズ
が
曲
の
真
ん
中
に
入
っ
て
お
り
、
他
の
旋
律
に
歌
詞
は
つ
け
ら

れ
て
い
な
い
が
こ
の
部
分
だ
け
に
は
「
フ
レ
慶
應
」
と
い
う
歌
詞

が
信
時
の
手
で
こ
の
時
点
か
ら
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
五
線
の
各
段
の
上
部
に
赤
鉛
筆
で
枠
と
と
も
に
書
か
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れ
て
い
る
数
字
は
、
歌
詞
の
音
節
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
二
段
で
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
は
、
メ
ロ
デ
ィ
の
区
切
り
方
が
二
通
り

あ
る
と
信
時
が
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
カ
ッ
コ
を
付
け
た
数
字
が
横
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
言
葉
の
伸
ば
し

方
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
可
能
な
音
節
の
数
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
音
節
数
は
お
そ
ら
く
作

詞
時
の
参
考
と
し
て
与
謝
野
に
伝
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

信
時
潔
の
歌
曲
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
い
こ
の
「
曲
先
行
」
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
制
作
順
は
、
信
時
の
意
志
か
ら
来
た
も

の
で
は
な
く
、
与
謝
野
寛
の
強
い
考
え
に
基
づ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
与
謝
野
が
草
案
に
添
え
て
提
出
し
た
と
思
わ

れ
る
手
書
き
の
「
慶
應
義
塾
々
歌
に
就
い
て
」
の
最
初
に
「
塾
歌
は
常
に
歌
ふ
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
曲
譜
の
美
に
重
き
を
置
く
こ

と
勿
論
な
り
。
さ
れ
ば
先
づ
信
時
君
に
議
り
て
、
世
間
在
来
の
校
歌
の
型
を
破
り
、
新
し
き
感
性
と
様
式
を
以
て
、
自
由
に
曲
譜

の
創
作
を
乞
ひ
、
そ
の
曲
譜
に
依
り
て
歌
を
作
れ
り
。」
と
い
う
項
が
み
ら
れ
て
い
る
の
で
（
16
）

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
曲
譜
の
美
」

あ
る
い
は
「
作
曲
の
美
」
に
重
き
を
置
く
た
め
に
は
、
詩
作
よ
り
作
曲
が
先
に
来
る
べ
き
だ
と
考
え
た
与
謝
野
寛
は
、
義
塾
か
ら

塾
歌
の
「
作
歌
」
す
な
わ
ち
「
歌
詞
作
成
」
の
依
頼
を
受
け
た
時
に
委
員
会
に
諮
る
こ
と
な
く
自
分
の
一
存
で
、
以
前
か
ら
交
流

の
あ
っ
た
信
時
潔
に
作
曲
依
頼
を
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
公
募
審
査
の
段
階
か
ら
塾
歌
審
査
委
員
会
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
与
謝
野
に
と
っ
て
、
こ
の
時
点
の
彼
自
身
の
意
識
の
中
で
「
義
塾
か
ら
依
頼
さ
れ
た
一
人
の
作
歌
候
補
者
」
で
あ
る
自

分
と
「
塾
歌
審
査
委
員
会
の
主
た
る
一
部
」
と
し
て
の
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
明
確
に
わ
け
ら
れ
て
い
た
か
は
、
こ
の
動
き
を
見
る
か

ぎ
り
曖
昧
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

小
沢
に
よ
れ
ば
、
与
謝
野
宅
で
ま
ず
一
旦
先
程
見
た
よ
う
に
「
歌
譜
」
を
受
け
取
り
、
次
に
訪
問
し
た
折
に
「
漸
く
出
来
た
歌

詞
」
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
。
先
に
ふ
れ
た
「
慶
應
義
塾
々
歌
に
就
い
て
」
も
同
時
に
与
謝
野
宅
で
小
沢
に
渡
さ
れ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
別
に
義
塾
に
郵
送
さ
れ
た
の
か
は
明
確
に
判
断
す
る
材
料
は
な
い
の
だ
が
、「
慶
應
義
塾
々
歌
に
つ
い
て
」
の
中
に
歌
詞
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に
言
及
す
る
以
下
の
三
項
（
17
）

目
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
詞
と
一
緒
に
昭
和
二

年
八
月
二
四
日
に
与
謝
野
宅
で
小
沢
に
手
渡
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
三
項
目
と
は
、

一
、
歌
も
曲
譜
も
、
塾
歌
と
し
て
の
外
に
、
塾
の
運
動
歌
に
も
適
用

す
べ
き
用
意
を
以
て
作
れ
り
。

一
、
歌
は
「
修
身
要
領
」
其
他
福
澤
先
生
の
遺
篇
及
び
塾
の
文
献
を

資
料
と
し
、
感
興
の
到
る
を
待
ち
て
之
を
作
り
、
再
三
改
作
せ

り
。

一
、
歌
の
用
語
に
は
福
澤
先
生
の
語
を
用
ふ
る
こ
と
に
注
意
し
、
ま

た
曲
譜
と
の
関
係
上
、
開
口
音
其
他
清
澄
の
音
を
用
ひ
て
、
促
音

其
他
を
避
け
た
り
。

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
最
初
の
項
目
で
与
謝
野
が
ふ
れ
て
い
る
「
塾
の
運

動
歌
に
も
適
用
す
べ
き
用
意
」
を
作
曲
者
の
信
時
潔
も
強
く
意
識
し
て
い

た
こ
と
は
、「
信
時
潔
文
庫
」
に
含
ま
れ
る
別
の
楽
譜
で
あ
る
、
伴
奏

パ
ー
ト
の
み
が
書
か
れ
た
自
筆
の
別
の
ス
ケ
ッ
チ
の
余
白
に
書
か
れ
た
備

考
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
写
真
に
見
ら
れ
る
通
り
、
ペ
ー
ジ
上
部
に
書

信時潔作曲の二つの「慶應義塾塾歌」
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か
れ
て
い
る
備
考
は
二
つ
あ
り
、

（
一
）
速
度
は
事
情
に
よ
り
て
多
少
按
配
せ
ら
れ
た
し
。
例
へ
ば

塾
歌
と
し
て
は♩

＝
112

―116

応
援
用
と
し
て
は♩

＝

126
―132

等
、

（
二
）
塾
歌
と
し
て
室
内
等
に
用
ふ
る
際
は
、Fanfare

を
省
き
次
の
如
く
、
冒
頭
句
の
旋
律
を
奏
し
て
前
奏
と
す
る
も
可
な

り

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
備
考
（
一
）
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
速
度
に
つ
い
て
言
う
な
ら
ば
、
先
程
の
メ
ロ
デ
ィ
の
み
の
ス
ケ
ッ
チ
の
段
階
で
は♩

＝

132

と
書
き
込
ん
で
い
た
も
の
を
、
伴
奏
を
つ
け
た
こ
の
段
階
の
ス
ケ
ッ
チ
で
は♩

＝
ca
112

と
し
た
上
で
、
備
考
で
塾
歌
と
応

援
歌
用
の
二
種
類
の
テ
ン
ポ
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
「
日
本
の
誇
」
に
な
っ
て
再
生
す
る
時
に
は
富
田
正
文
に
よ
っ
て

歌
詞
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
前
奏
部
分
は
、
備
考
（
二
）
の
内
容
か
ら
、
信
時
は
も
と
も
と
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
し
て
の
扱

い
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
備
考
は
現
在
メ
ロ
デ
ィ
と
伴
奏
が
両
方
書
き
込
ま
れ
た
形
で
残
っ
て
い
る
与
謝

野
・
信
時
作
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
唯
一
の
楽
譜
に
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
次
の
ペ
ー
ジ
に
冒
頭
ペ
ー
ジ
を
写
真
で
示
し
た
こ

の
楽
譜
は
信
時
の
妻
ミ
イ
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
清
書
譜
で
、
与
謝
野
に
よ
る
歌
詞
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
最
終
稿
で
あ
る
が
、

信
時
の
手
元
に
残
す
た
め
の
楽
譜
だ
っ
た
の
で
備
考
は
省
略
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
行
方
不
明
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
与
謝
野
の
手
を
経
て
義
塾
に
提
出
さ
れ
た
は
ず
の
楽
譜
に
は
、
信
時
が
ス
ケ
ッ
チ
に
書
い
て
い
る
こ
の
備
考
が
ス

ケ
ッ
チ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
お
そ
ら
く
「
別
紙
」
に
書
か
れ
て
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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先
に
見
た
よ
う
に
、
小
沢
の
記
述
で
は
別
々
に
曲
譜
と
歌
詞
が
義
塾
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
当
に
分
か
れ

て
い
た
の
か
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
昭
和
二
年
八
月
二
四
日
に
は
与
謝
野
の
歌
詞
の
第
一
稿
が
出
来

上
が
っ
た
こ
と
を
示
す
小
沢
あ
て
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
与
謝
野
は
「
未
完
稿
な
れ
ど
も
ご
覧
に
入
れ
た
し
」
と
し
、「
作
曲

お
も
し
ろ
く
出
来
」
な
が
ら
、
歌
詞
に
つ
い
て
は
多
々
改
め
て
い

る
も
の
の
ま
だ
「
意
に
満
た
ず
」
と
述
べ
て
お
り
、
塾
長
他
諸
先

生
の
意
見
を
欲
し
い
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
手
紙
と
お
そ
ら
く
一

緒
に
渡
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
同
じ
八
月
二
四
日
付
の
「
慶
應
義

塾
々
歌
に
就
い
て
」
で
も
、「
一
、
以
上
は
塾
の
諸
先
輩
の
御
意

見
を
承
り
増
訂
改
削
を
加
へ
、
完
成
し
た
し
。」「
一
、
一
度
信
時

君
を
塾
へ
招
き
て
、
楽
器
に
当
り
、
同
君
の
歌
は
る
る
所
を
、
諸

先
輩
の
御
参
考
に
供
し
た
し
。」
と
与
謝
野
は
付
け
加
（
18
）

え
る
。

続
け
て
八
月
二
七
日
、
す
な
わ
ち
三
日
前
の
八
月
二
四
日
に
提

出
さ
れ
た
歌
詞
と
「
慶
應
義
塾
々
歌
に
就
い
て
」
が
塾
長
他
の
委

員
に
よ
る
検
討
過
程
に
入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
り
前
に
、
与
謝
野
は

「
信
時
教
授
と
協
議
し
、
音
楽
の
関
係
上
、
少
し
改
訂
」
し
た
と

い
う
小
沢
へ
の
手
紙
を
添
え
て
改
訂
版
の
歌
詞
を
提
出
し
て
い

る
。
こ
れ
は
郵
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
改
訂
版

の
歌
詞
と
手
紙
と
同
じ
よ
う
な
和
紙
に
与
謝
野
に
よ
っ
て
筆
で
書

信時潔作曲の二つの「慶應義塾塾歌」
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か
れ
た
「
慶
應
義
塾
々
歌
に
つ
い
て

摘
要
」
も
同
時
に
出
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

信
時
潔
の
作
品
帳
に
残
っ
て
い
る
妻
ミ
イ
に
よ
る
筆
写
譜
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
歌
詞
は
、
こ
の
時
に
改
訂
さ
れ
た
版
で
あ

り
、
こ
れ
は
作
曲
者
・
作
詞
者
が
協
議
し
た
後
の
最
終
版
の
楽
譜
と
判
断
し
て
よ
い
。
な
お
楽
譜
に
つ
い
て
は
、
義
塾
に
何
ら
か

の
形
で
提
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、「
塾
歌
関
連
資
料
」
の
資
料
で
は
楽
譜
に
つ
い
て
は
何
も
ふ
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
義
塾
で

の
現
在
の
所
在
は
確
認
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

一
―
（
三
）、
与
謝
野
塾
歌
の
審
査
と
不
採
用
決
定
（
昭
和
二
年
九
月
〜
昭
和
四
年
一
月
）

こ
う
し
て
提
出
さ
れ
た
与
謝
野
・
信
時
作
塾
歌
の
審
査
に
向
け
た
動
き
が
昭
和
二
年
八
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
。
お
そ
ら
く
与
謝

野
の
八
月
二
四
日
の
第
一
稿
と
二
七
日
の
改
訂
稿
の
両
方
を
見
た
林
毅
陸
塾
長
が
、「
與
謝
野
氏
の
塾
歌
案
（
訂
正
の
〜
と
記
し

あ
る
も
の
）
並
に
「
慶
應
義
塾
の
歌
に
就
て
摘
要
」
と
思
す
る
も
の
と
を
謄
写
版
に
刷
り
先
ず
之
を
塾
歌
懸
賞
の
時
の
審
査
委
員

（
別
に
川
合
貞
一
氏
に
も
、
同
氏
委
員
な
ら
ず
と
せ
ば
）
に
送
ら
れ
た
し
。
そ
れ
に
は
手
紙
を
添
へ
何
れ
お
集
り
を
請
ひ
合
評
会

を
開
く
べ
き
も
豫
め
内
覧
に
供
す
。
字
句
の
訂
正
を
要
す
る
部
分
も
あ
ら
ば
お
考
へ
置
き
を
請
ふ
と
言
い
送
り
置
か
れ
た
し
（
勿

論
本
人
に
送
る
に
及
ば
ず
）」
と
八
月
三
〇
日
付
の
手
紙
で
小
沢
愛
圀
に
具
体
的
な
指
示
を
出
し
て
い
る
。
林
塾
長
が
指
示
を
出

し
た
こ
の
段
階
で
、
審
査
さ
れ
る
作
品
の
作
者
な
の
で
当
然
与
謝
野
が
塾
歌
審
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
ず
れ
、
川
合
貞
一

（
明
治
三
―
昭
和
三
〇
）
が
新
た
な
一
員
と
し
て
加
わ
っ
た
。

与
謝
野
・
信
時
作
「
塾
歌
」
を
審
査
す
る
た
め
に
初
め
て
開
か
れ
た
昭
和
二
年
九
月
一
四
日
の
「
與
謝
野
氏
作
塾
歌
案
合
評

會
」（
出
席：

板
倉
、
川
合
、
横
山
、
髙
橋
、
小
泉
、
林
塾
長
、
占
部
理
事
、
小
澤
庶
務
主
任
）
で
、
こ
の
日
は
議
論
を
行
わ
ず

に
翌
週
中
に
第
二
回
合
評
会
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。
そ
し
て
翌
週
二
一
日
に
開
か
れ
た
第
二
回
会
合
（
出
席：

髙
橋
、
小
泉
、
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川
合
、
横
山
、
林
塾
長
、
占
部
理
事
、
小
澤
庶
務
主
任
）
の
記
録
に
は
、
そ
の
翌
日
の
二
二
日
に
大
講
堂
で
試
演
を
行
な
う
こ
と

と
、
占
部
理
事
と
高
橋
が
交
渉
役
と
な
っ
て
与
謝
野
に
改
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
と
決
ま
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
記
録
に
書
か
れ
て
い
る
試
演
に
つ
い
て
は
演
奏
者
等
の
名
前
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
小
沢
が
書
い
て
い
る
「
普
通
部
・
商

工
学
校
・
幼
稚
舎
の
生
徒
を
ホ
ー
ル
に
集
め
、
音
楽
の
先
生
に
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
も
ら
い
、
曲
に
合
わ
せ
て
唱
和
」
（
19
）

し
た
と
い
う

の
が
お
そ
ら
く
こ
の
試
演
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
与
謝
野
が
「
慶
應
義
塾
々
歌
に
就
い
て
」
の
中
で
望
ん
で
い

た
、
作
曲
者
の
信
時
潔
自
身
が
演
奏
し
て
委
員
た
ち
に
聴
か
せ
る
と
い
う
形
は
と
ら
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
与
謝
野
の
歌

詞
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
点
を
与
謝
野
に
改
訂
依
頼
し
た
か
の
記
録
は
な
く
、
改
訂
さ
れ
た
草
稿
も
残
っ
て
い
な
い
。

小
沢
の
記
憶
で
は
、
曲
に
つ
い
て
は
「
曲
は
實
に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
も
調
子
が
高
す
ぎ
」
て
校
歌
の
曲
に
は
ど

う
か
と
感
じ
ら
れ
た
と
あ
り
、
歌
詞
に
つ
い
て
は
委
員
た
ち
が
「
流
石
に
見
事
な
歌
詞
だ
が
塾
歌
と
し
て
学
生
に
歌
わ
せ
る
に
は

ど
う
か
な
あ
と
い
う
風
な
こ
と
」
を
言
っ
て
、
結
局
採
用
し
よ
う
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
（
20
）

あ
る
。

こ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
で
、
与
謝
野
の
一
存
で
作
曲
を
頼
ん
で
し
ま
い
、
義
塾
か
ら
の
正
式
な
作
曲
依
頼
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
作
曲
者
の
信
時
潔
に
挨
拶
と
謝
礼
を
き
ち
ん
と
す
べ
き
だ
と
い
う
話
が
ま
と
ま
り
、
昭
和
三
年
一
二
月
二
一
日
に

堀
内
理
事
と
小
沢
主
任
が
国
分
寺
の
信
時
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
与
謝
野
・
信
時
作
の
こ
の
塾
歌
が
不
採
用
と
な
る

こ
と
は
事
実
上
既
に
決
定
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、「
五
百
円
、
鄭
重
に
奉
書
で
包
ん
で
御
渡
し
し
て
厚
く
禮
を
述
べ
」
る
と
同
時

に
、「
今
度
歌
詞
が
出
来
た
ら
改
め
て
ま
た
そ
れ
に
合
わ
せ
た
作
曲
を
お
願
い
致
し
ま
す
」
と
い
う
依
頼
を
し
、
信
時
は
こ
れ
を

快
く
承
知
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
年
が
明
け
た
昭
和
四
年
の
一
月
三
〇
日
、「
塾
歌
に
関
す
る
協
議
会
」（
出
席：

板
倉
、
高
橋
、
川
合
、
横
山
、
林
塾

長
、
堀
内
理
事
、
松
本
理
事
）
が
改
め
て
開
か
れ
、
信
時
潔
に
作
曲
の
謝
礼
を
済
ま
せ
た
こ
と
が
正
式
に
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
こ
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の
協
議
会
に
お
い
て
、
与
謝
野
の
修
正
中
の
歌
詞
を
「
と
り
あ
え
ず
受
け
取
り
」、
三
〇
〇
円
の
謝
礼
を
支
払
う
こ
と
も
決
ま
っ

た
。
さ
ら
に
、
次
回
の
会
議
ま
で
に
依
頼
す
べ
き
作
歌
候
補
者
を
委
員
た
ち
が
考
え
て
お
く
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
修
正
中
と
い

う
形
で
こ
こ
ま
で
来
て
い
た
与
謝
野
の
詩
に
よ
る
「
塾
歌
」
が
採
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
時
点
で
正
式
に
決
ま
っ
た
こ

と
に
な
る
。

こ
の
会
合
の
結
果
を
受
け
、
謝
礼
の
三
〇
〇
円
を
奉
書
で
包
み
、
与
謝
野
寛
の
当
時
の
住
ま
い
の
荻
窪
へ
小
沢
が
持
参
し
労
を

ね
ぎ
ら
い
、
事
情
を
語
っ
て
帰
塾
し
た
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
後
の
与
謝
野
の
動
き
を
み
る
限
り
、
こ
の
と
き
既
に
塾
歌
委
員
会

は
他
の
作
詞
者
に
依
頼
す
る
こ
と
を
決
め
て
候
補
者
を
考
え
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
実
際
の
状
況
は
与
謝
野
に
は
理
解
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
様
子
で
あ
る
。

一
―
（
四
）、
与
謝
野
寛
の
第
二
案
と
山
本
直
忠
へ
の
作
曲
依
頼
希
望
（
昭
和
四
年
三
月
）

こ
う
し
て
塾
歌
委
員
会
の
意
思
を
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
与
謝
野
は
、
自
分
が
塾
歌
の
作
詞
候
補
者

か
ら
す
で
に
外
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
末
期
の
懸
賞
公
募
作
品
の
審
査
か
ら
始
ま
っ
た
塾
歌
制
作

に
向
け
た
与
謝
野
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
は
続
い
て
お
り
、
一
か
月
ほ
ど
経
っ
た
昭
和
四
年
三
月
六
日
、
新
た
な
「
慶
應
義
塾
塾

歌
」
の
草
案
を
突
然
提
出
す
る
。「
あ
あ
、
こ
こ
に
三
田
の
高
臺
」
で
始
ま
る
こ
の
原
稿
に
は
、「
與
謝
野
寛
作
歌
」
と
い
う
文
字

に
並
ん
で
「
山
本
直
忠
作
曲
」
と
与
謝
野
の
手
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
山
本
に
よ
る
作
曲
は
与
謝
野
の
希
望
と
い
う

だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に
作
曲
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
与
謝
野
が
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
ま
っ
た
く
新
し
い
第
二
案
を

作
っ
て
義
塾
に
自
ら
送
る
と
同
時
に
、
そ
の
詩
に
対
し
て
作
曲
家
・
指
揮
者
の
山
本
直
忠
（
明
治
三
七
―
昭
和
四
〇
）
に
よ
る
作

曲
が
義
塾
に
よ
っ
て
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
と
希
望
し
た
の
だ
っ
た
。

108



「
曲
が
詩
よ
り
も
先
に
あ
る
べ
き
」
と
い
う
与
謝
野
の
以
前
の
信
念
―
―
こ
れ
は
昭
和
二
年
の
春
に
彼
が
委
員
会
に
相
談
す
る

こ
と
な
く
一
存
で
信
時
に
作
曲
を
依
頼
し
た
理
由
で
も
あ
り
、「
慶
應
義
塾
々
歌
に
就
い
て
」
で
も
主
張
し
て
い
た
信
念
―
―
と

こ
の
昭
和
四
年
の
新
し
い
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
詩
作
は
完
全
に
矛
盾
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
は
特
に
な
さ

れ
て
い
な
い
。
昭
和
二
年
の
「
塾
歌
」
制
作
以
前
に
既
に
交
流
の
あ
っ
た
信
時
潔
と
は
異
な
り
、
与
謝
野
寛
と
山
本
直
忠
が
こ
の

塾
歌
作
詞
以
前
に
曲
を
一
緒
に
制
作
し
た
記
録
も
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
山
本
直
忠
は
と
い
う
と
、
大
正
一
一
年
か
ら
昭
和

六
年
ま
で
ド
イ
ツ
に
留
学
を
し
て
い
て
日
本
を
離
れ
て
い
た
は
ず
で
、
現
実
的
に
こ
の
「
塾
歌
」
に
作
曲
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
か
ど
う
か
も
疑
問
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
本
直
忠
の
母
は
有
島
武
郎
の
妹
で
あ
り
、
山
本
直
忠
の
兄
の
直
正
と
与
謝
野

寛
・
晶
子
夫
妻
の
次
女
七
瀬
が
結
婚
し
て
い
る
と
い
う
人
間
関
係
を
考
え
る
と
、
与
謝
野
寛
が
こ
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
作
詞
以

前
か
ら
山
本
直
忠
と
個
人
的
な
交
流
を
持
っ
て
い
た
か
ら
作
曲
依
頼
を
希
望
し
た
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
与
謝
野
の
次
の
候
補
者
を
考
え
て
い
た
塾
歌
審
査
委
員
会
の
関
係
者
た
ち
が
、
与
謝
野
に
よ
る
新
し
い
「
慶

應
義
塾
塾
歌
」
草
案
の
突
然
の
送
付
と
、
山
本
直
忠
と
い
う
新
た
な
作
曲
家
を
指
定
し
て
の
依
頼
に
戸
惑
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
小
沢
愛
圀
が
あ
わ
て
た
様
子
で
義
塾
の
返
事
と
し
て
「
こ
の
作
曲
依
頼
の
話
は
見
合
わ
せ
て
欲
し
い
と
理
事

か
ら
話
が
あ
っ
た
の
で
了
承
し
て
ほ
し
い
」
旨
の
手
紙
を
昭
和
四
年
三
月
六
日
付
で
与
謝
野
に
送
っ
て
い
る
。
小
沢
が
「
今
朝
届

い
た
塾
歌
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
草
案
が
与
謝
野
か
ら
届
け
ら
れ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
あ
わ
て
て
対
策
を
協
議
し
て
「
作

曲
依
頼
の
希
望
を
止
め
る
」
と
い
う
方
針
が
決
ま
り
、
意
志
の
は
っ
き
り
伝
わ
る
手
紙
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
想

像
さ
れ
る
。

一
連
の
経
緯
を
考
え
る
と
、
こ
の
与
謝
野
の
新
し
い
歌
詞
が
塾
歌
候
補
と
し
て
委
員
会
で
ふ
た
た
び
積
極
的
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、「
塾
歌
関
連
書
類
」
の
中
に
与
謝
野
自
身
の
手
書
き
原
稿
だ
け
で
な
く
「
供
覧
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用
」
と
書
か
れ
た
こ
の
詩
の
印
刷
版
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
次
の
協
議
会
の
折
に
こ
の
詩
が
委
員
た
ち
の
目
を
通
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

与
謝
野
の
こ
の
動
き
を
お
そ
ら
く
受
け
て
で
あ
ろ
う
、
二
日
後
の
昭
和
四
年
三
月
八
日
に
各
委
員
に
案
内
が
送
ら
れ
、
三
月
一

三
日
に
「
塾
歌
に
関
す
る
協
議
会
」（
出
席：

板
倉
、
高
橋
、
小
泉
、
川
合
、
横
山
、
林
塾
長
、
堀
内
理
事
、
松
本
理
事
）
が
開

か
れ
た
。
こ
こ
で
決
ま
っ
た
の
は
、

一
、
與
謝
野
寛
氏
新
作
歌
詞
ハ
受
取
置
キ
謝
禮
シ
テ
同
氏
ト
ノ
交
渉
ハ
打
切
ル
事

一
、
歌
詞
ハ
幸
田
露
伴
氏
ニ
依
頼
ス
ル
コ
ト

右
ハ
信
時
氏
作
曲
ニ
關
係
ナ
ク
依
頼
ス
ル
コ
ト

第
二
候
補
者

折
口
信
夫
氏

と
い
う
二
点
だ
っ
た
。

こ
こ
で
「
同
氏
と
の
交
渉
は
打
切
る
」
と
さ
れ
た
与
謝
野
寛
は
、
新
塾
歌
作
成
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
舞
台
か
ら
こ
の
後
完
全

に
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
彼
が
信
時
潔
の
曲
に
付
け
た
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
歌
詞
も
、
山
本
直
忠
に
作
曲
し
て
ほ
し
い
と
希

望
し
た
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
歌
詞
の
ど
ち
ら
も
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
く
歴
史
の
中
に
葬
ら
れ
た
。
熱
意
を
も
っ
て
生
み
出

そ
う
と
し
た
新
塾
歌
に
関
し
て
与
謝
野
寛
が
遺
し
た
も
の
の
う
ち
今
日
ま
で
活
き
て
い
る
唯
一
の
も
の
が
、
与
謝
野
が
「
一
存

で
」
依
頼
し
た
信
時
潔
の
曲
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
協
議
会
の
記
録
に
「
信
時
氏
作
曲
に
関
係
な
く
」
と
書
か
れ
て
い
る
通
り
、

こ
の
曲
は
一
旦
脇
に
置
か
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
後
に
塾
長
と
な
る
小
泉
信
三
（
明
治
二
一
―
昭
和
四
一
）
を
含
め
た
塾
歌
審
査
委
員
た
ち
は
、
こ
の
「
曲
先
行
」
で

で
き
た
与
謝
野
・
信
時
作
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
試
演
を
聴
い
て
お
り
、
信
時
潔
の
そ
の
音
楽
を
忘
れ
去
り
は
し
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
信
時
潔
の
こ
の
作
品
が
ふ
た
た
び
舞
台
上
に
現
れ
る
た
め
に
は
、
新
塾
歌
制
定
の
長
い
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で

五
年
程
時
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
信
時
の
二
つ
の
「
塾
歌
」
の
間
に
―
―
幸
田
露
伴
と
折
口
信
夫
―
―

二
―
（
一
）、
作
詞
候
補
者
・
幸
田
露
伴
へ
の
依
頼
（
昭
和
四
年
四
月
〜
七
月
）

こ
う
し
て
、
与
謝
野
の
作
品
を
不
採
用
と
す
る
こ
と
を
決
め
て
本
人
に
も
明
確
に
伝
え
た
塾
歌
審
査
委
員
会
は
、
先
に
見
た
よ

う
に
次
の
作
詞
候
補
者
と
し
て
幸
田
露
伴
（
慶
応
三
―
昭
和
二
二
）
を
選
ぶ
こ
と
を
昭
和
四
年
三
月
一
三
日
の
協
議
会
で
確
認
し

た
の
だ
っ
た
。
慶
應
義
塾
と
の
関
連
が
あ
る
人
物
で
も
な
く
、
校
歌
の
作
詞
と
し
て
は
近
隣
に
居
を
構
え
て
い
た
縁
の
あ
っ
た
東

京
都
立
墨
田
川
高
校
（
作
詞
当
時
は
府
立
第
七
中
学
校
）
し
か
見
当
た
ら
な
い
幸
田
露
伴
の
名
が
こ
こ
で
塾
歌
作
詞
の
新
た
な
候

補
者
と
し
て
出
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
の
資
料
は
特
に
残
っ
て
い
な
い
。
露
伴
の
二
人
の
妹
、
幸
田
延
（
明
治
三
―
昭
和
二
一
）

と
安
藤
幸
（
明
治
一
一
―
昭
和
四
二
）
は
ど
ち
ら
も
優
れ
た
音
楽
家
で
あ
っ
た
が
、
露
伴
自
身
は
音
楽
に
さ
ほ
ど
興
味
を
示
さ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
詩
人
と
し
て
の
評
価
が
非
常
に
高
い
幸
田
露
伴
は
塾
歌
の
作
詞
者
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
委

員
た
ち
が
考
え
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
よ
り
ほ
か
に
材
料
は
な
い
。

幸
田
露
伴
へ
の
実
際
の
依
頼
に
あ
た
り
、
慶
應
義
塾
と
幸
田
の
橋
渡
し
役
を
し
て
く
れ
る
人
物
と
し
て
阿
部
章
蔵
（
筆
名：

水
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上
瀧
太
郎

明
治
二
〇
―
昭
和
一
五
）
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。
四
月
二
五
日
に
堀
内
理
事
と
小
沢
文
書
主
任
が
阿
部
の
勤

務
先
を
訪
問
し
、
幸
田
露
伴
へ
の
作
詞
依
頼
を
頼
ん
で
い
る
。
当
時
明
治
生
命
に
勤
務
し
な
が
ら
作
家
と
し
て
の
創
作
活
動
も
お

こ
な
っ
て
い
た
阿
部
章
蔵
は
小
泉
信
三
と
御
田
小
学
校
か
ら
慶
應
義
塾
普
通
部
へ
同
期
生
と
し
て
一
緒
に
進
学
し
て
い
て
親
し

く
、
阿
部
の
妹
の
富
子
は
小
泉
信
三
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
の
堀
内
と
小
沢
の
阿
部
訪
問
の
際
に
与
謝
野
の
塾
歌
案
が
話
題
に
あ

が
っ
た
と
み
ら
れ
、
訪
問
直
後
に
「
堀
内
理
事
よ
り
御
話
の
與
謝
野
詞
作
塾
歌
御
参
考
ま
で
に
御
送
附
申
上
候
」
と
小
沢
愛
圀
が

与
謝
野
の
詩
を
阿
部
に
送
付
し
た
際
の
手
紙
の
写
し
が
残
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
「
御
話
の
与
謝
野
詞
作
塾
歌
」
が
信
時

潔
の
曲
に
付
け
ら
れ
た
最
初
の
方
を
指
す
の
か
、
曲
が
付
け
ら
れ
ず
に
終
わ
っ
た
後
の
方
を
さ
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

こ
う
し
て
事
情
を
説
明
さ
れ
、
幸
田
へ
の
依
頼
者
と
い
う
立
場
を
命
じ
ら
れ
た
阿
部
章
蔵
は
五
月
に
入
っ
て
か
ら
、
俳
人
・
劇

作
家
で
あ
り
、
義
塾
の
講
師
を
し
て
い
た
久
保
田
万
太
郎
（
明
治
二
二
―
昭
和
三
八
）
と
共
に
幸
田
露
伴
を
訪
問
し
て
塾
歌
制
作

を
頼
ん
だ
。
こ
の
時
、
幸
田
に
依
頼
を
断
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
承
諾
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
が
な
く
も
な
い
雰
囲
気
で
あ
る
と

二
人
に
は
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
、
ま
た
近
い
う
ち
に
訪
問
し
て
依
頼
す
る
予
定
で
あ
る
と
久
保
田
は
義
塾
に
報
告
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
最
終
的
に
、
七
月
初
旬
に
な
っ
て
堀
内
理
事
と
小
沢
文
書
主
任
か
ら
幸
田
露
伴
へ
の
再
依
頼
を
頼
ま
れ
た
阿
部

章
蔵
が
再
度
幸
田
の
意
志
を
確
か
め
た
が
や
は
り
断
ら
れ
て
し
ま
う
。
七
月
一
五
日
に
は
露
伴
の
承
知
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
報
告
を
電
話
で
小
沢
に
行
い
、
理
事
会
に
も
こ
の
報
告
が
即
座
に
伝
え
ら
れ
、
幸
田
露
伴
へ
の
塾
歌
作
詞
依
頼
と
い
う
案
は
こ

の
時
点
で
断
念
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

二
―
（
二
）、
折
口
信
夫
へ
の
作
詞
依
頼
か
ら
草
案
完
成
・
不
採
用
（
昭
和
四
年
十
月
〜
昭
和
九
年
一
二
月
）

幸
田
露
伴
が
歌
詞
制
作
を
引
き
受
け
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
出
来
上
が
っ
た
幸
田
の
歌
詞
が
不
採
用
と
決
ま
っ
た
場
合
、
次
の
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候
補
者
は
折
口
信
夫
と
な
る
こ
と
が
昭
和
四
年
三
月
一
三
日
の
協
議
会
で
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
実
際
、
露

伴
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
報
を
受
け
て
昭
和
四
年
一
〇
月
一
六
日
に
開
か
れ
た
「
塾
歌
に
関
す
る
協
議
会
」（
出

席：
野
口
、
板
倉
、
横
山
、
高
橋
、
川
合
、
林
塾
長
、
堀
内
理
事
、
松
本
理
事
）
で
は
、「
一
、
幸
田
露
伴
氏
歌
詞
承
諾
シ
ク
レ

サ
（
ザ
）
ル
旨
堀
内
理
事
ヨ
リ
報
告
ア
リ
、
協
議
ノ
結
果
折
口
信
夫
教
授
ニ
歌
詞
ヲ
依
頼
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ

歌
詞
ハ
二
十
行
以

内
ノ
コ
ト
」
と
確
認
さ
れ
、
間
を
置
く
こ
と
な
く
五
日
後
の
一
〇
月
二
一
日
に
堀
内
理
事
と
小
沢
文
書
主
任
が
折
口
信
夫
宅
を
訪

問
、
従
来
の
経
過
と
事
情
を
詳
し
く
述
べ
て
塾
歌
歌
詞
を
懇
請
し
て
い
る
。
義
塾
の
教
授
で
も
あ
っ
た
折
口
は
、
数
年
に
渡
っ
て

い
る
塾
歌
制
作
に
つ
い
て
の
実
情
も
薄
々
承
知
し
て
い
た
と
み
（
21
）

ら
れ
、
快
く
詩
作
を
承
諾
し
て
い
る
。

懸
賞
公
募
か
ら
始
ま
っ
た
「
新
塾
歌
」
の
歌
詞
制
作
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
こ
こ
で
折
口
が
作
詞
制
作
を
承
諾
し
た
後
、
進
行
が

し
ば
ら
く
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
翌
夏
、
昭
和
五
年
八
月
二
四
日
に
小
沢
文
書
主
任
が
堀
内
理
事
か
ら
頼
ま
れ
て
折
口
を
訪
ね
、
歌

詞
の
進
捗
状
況
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
何
と
か
出
来
そ
う
な
の
で
、
休
暇
中
に
仕
上
げ
る
」
と
い
う
返
事
を
得
の
で
あ
る
が
、
歌

詞
が
完
成
し
た
と
い
う
折
口
か
ら
の
知
ら
せ
が
一
向
に
来
な
い
ま
ま
空
白
の
時
間
が
四
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る
。

こ
の
空
白
期
間
中
の
昭
和
八
年
、
塾
歌
審
査
委
員
会
を
最
初
に
組
織
し
た
第
六
代
の
慶
應
義
塾
塾
長
・
林
毅
陸
が
職
を
退
き
、

小
泉
信
三
が
第
七
代
塾
長
に
就
任
し
た
。
最
初
期
か
ら
塾
歌
審
査
委
員
の
一
人
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
き
た
小
泉
が
一
委
員
か
ら

義
塾
を
代
表
す
る
塾
長
と
い
う
立
場
へ
と
替
わ
り
、
よ
り
積
極
的
に
新
塾
歌
制
定
に
向
け
て
活
動
を
始
め
る
の
は
こ
の
辺
り
の
時

期
か
ら
で
あ
る
。

昭
和
九
年
、
慶
應
義
塾
は
福
澤
先
生
誕
生
百
年
祭
を
ひ
か
え
、
日
吉
建
設
記
念
の
祝
賀
会
を
準
備
し
て
い
た
。
こ
の
機
会
に
新

塾
歌
を
発
表
し
た
い
と
い
う
小
泉
塾
長
を
含
む
委
員
会
の
意
志
を
受
け
、
五
月
二
一
日
に
小
沢
は
折
口
信
夫
に
「
一
日
も
早
く
御

歌
稿
を
」
と
催
促
し
て
い
る
。
さ
す
が
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
と
み
え
、
折
口
は
昭
和
九
年
の
六
月

信時潔作曲の二つの「慶應義塾塾歌」

113



一
日
か
ら
六
日
に
か
け
て
「
慶
應
義
塾
塾
歌
作
成
の
た
め
熱
海
岡
本
旅
館
に
滞
在
」
し
て
（
22
）

い
る
。
そ
こ
で
塾
歌
の
草
案
が
完
成
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
昭
和
九
年
七
月
一
五
日
の
消
印
の
あ
る
書
留
速
達
で
義
塾
の
小
澤
宛
に
「
空
に
は
た
め
く
三
色
旗

空
は
輝
く

三
田
の
旗
」
で
始
ま
る
折
口
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
草
案
」
が
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
草
案
を
検
討
す
る
た
め
に
昭
和
九
年
九
月
二
〇
日
に
「
塾
歌
に
関
す
る
協
議
会
」（
出
席：

林
前
塾
長
、
板
倉
、
川
合
、

高
橋
、
小
泉
塾
長
、
槇
理
事
、
小
澤
主
任
）
が
開
か
れ
る
。
記
録
を
読
む
と
、
草
案
に
対
し
て
全
体
的
に
否
定
的
な
意
見
が
い
く

つ
か
出
さ
れ
、
採
用
し
な
い
と
い
う
方
向
性
が
決
ま
っ
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、「
拝
命
し
な
い
と
す
れ
ば
訂
正
を
求
め
な
い
方
が

よ
い
」
と
い
う
意
見
に
出
席
者
の
多
く
が
賛
成
し
て
お
り
、
こ
の
草
案
は
と
り
あ
え
ず
受
け
取
り
、
折
口
に
謝
礼
を
渡
し
て
終
わ

り
に
し
よ
う
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
そ
し
て
同
年
年
末
、
一
二
月
二
七
日
に
折
口
信
夫
を
小
沢
主
任
と
山
本
塾
長
秘
書
が
訪
ね

て
採
用
と
な
ら
な
か
っ
た
事
情
を
説
明
し
た
。
謝
礼
に
つ
い
て
は
複
数
回
に
わ
た
っ
て
折
口
に
受
け
取
り
を
固
辞
さ
れ
て
お
り
、

最
終
的
に
こ
の
謝
礼
の
三
〇
〇
円
は
国
文
学
研
究
費
と
し
て
慶
應
義
塾
に
寄
附
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

尚
、
折
口
信
夫
に
よ
る
こ
の
昭
和
九
年
作
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
草
案
」
が
後
の
昭
和
二
三
年
に
で
き
る
「
中
等
部
の
歌
」（
折

口
信
夫
作
詞
・
芥
川
也
寸
志
作
曲
、
慶
應
義
塾
中
等
部
校
歌
）
と
し
て
再
生
さ
れ
た
と
い
う
（
23
）

説
明
が
様
々
な
と
こ
ろ
で
み
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
「
中
等
部
の
歌
」
は
全
く
異
な
る
歌
詞
で
、
こ
の
塾
歌
草
案
と
は
独
立
し
た
作
品
で
あ
る
と
み
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
折
口
信
夫
の
塾
歌
制
作
に
対
す
る
気
持
ち
は
し
か
し
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
中
等
部
に
音
楽
科
講
師
と
し
て

勤
め
て
い
た
新
進
作
曲
家
の
芥
川
也
寸
志
が
ユ
ニ
ー
ク
な
作
曲
を
行
っ
た
と
い
う
非
常
に
興
味
深
い
「
中
等
部
の
歌
」
な
の
で
あ

る
が
、
こ
の
「
塾
歌
」
か
ら
「
中
等
部
の
歌
」
に
至
る
折
口
信
夫
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
信
時
潔
に
よ
る
塾
歌
の
作
曲
と
い

う
今
回
の
主
題
か
ら
は
離
れ
て
し
ま
う
た
め
、
本
論
で
は
扱
わ
ず
に
別
に
ま
と
（
24
）

め
る
こ
と
と
す
る
。
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三
、
小
泉
信
三
―
―
推
敲
を
繰
り
返
し
て
完
成
さ
れ
た
富
田
・
信
時
塾
歌
へ
―
―

三
―
（
一
）、
与
謝
野
詞
「
塾
歌
」
か
ら
富
田
詞
「
日
本
の
誇
」
へ
（
昭
和
九
年
七
月
〜
昭
和
一
〇
年
一
月
）

新
塾
歌
制
定
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
て
か
ら
こ
の
段
階
に
至
る
ま
で
、
既
に
一
〇
年
近
く
の
時
間
が
過
ぎ
て
い
た
。
小
泉
信

三
塾
長
を
は
じ
め
と
す
る
塾
歌
審
査
委
員
会
と
し
て
は
、
何
と
し
て
も
福
澤
先
生
誕
生
百
年
祭
の
祝
典
に
合
わ
せ
て
新
塾
歌
を
発

表
し
た
い
と
い
う
願
い
を
強
く
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
新
し
い
曲
を
作
る
の
で
は
間
に
合
わ
な
さ
そ
う
だ
と
考
え
た
委

員
た
ち
は
、
昭
和
二
年
に
試
演
を
耳
に
し
て
い
た
与
謝
野
・
信
時
作
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
音
楽
を
思
い
出
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

昭
和
三
三
年
の
小
沢
の
「
塾
歌
由
来
記
」
の
附
記
と
し
て
富
田
正
文
が
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
は
、
明
る
く
快
活
な
メ
ロ

デ
ィ
が
印
象
的
な
信
時
潔
の
音
楽
を
塾
歌
委
員
も
埋
も
れ
さ
せ
る
に
は
忍
び
ず
、
福
澤
先
生
誕
生
百
年
の
祝
祭
の
時
に
こ
の
曲
に

歌
詞
を
つ
け
て
み
る
よ
う
、
富
田
に
命
令
し
た
の
だ
と
い
う
。
富
田
は
こ
の
歌
詞
付
け
に
つ
い
て
、
諸
委
員
は
こ
れ
を
塾
歌
の
テ

ス
ト
ケ
ー
ス
と
位
置
付
け
て
お
り
、
う
ま
く
行
け
ば
そ
の
ま
ま
塾
歌
に
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
と
書
い
て
（
25
）

い
る
。

し
か
し
、
昭
和
九
年
九
月
二
〇
日
の
協
議
会
で
の
委
員
た
ち
の
発
言
記
録
を
見
る
と
、
富
田
の
こ
の
「
う
ま
く
行
け
ば
そ
の
ま

ま
塾
歌
に
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
与
謝
野
寛
の
詞
に
対
し
て
曲
先
行
で
昭
和
二
年
に
で
き

た
信
時
潔
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
音
楽
に
富
田
正
文
に
歌
詞
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
の
依
頼
は
、
あ
く
ま
で
も
塾
歌
の
制

作
が
百
年
祭
に
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
差
し
当
た
っ
て
「
百
年
祭
の
歌
」
を
作
る
た
め
に
臨
時
の
処
置
と
し
て
、
委
員
会
に
諮
る

信時潔作曲の二つの「慶應義塾塾歌」

115



前
に
小
泉
信
三
塾
長
が
行
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
協
議
会
で
は
「
塾
歌
」
の
作
詞
に
つ
い
て
は
こ
の
富
田
へ
の
「
百
周
年
の
歌
」
作

詞
の
依
頼
と
は
別
の
も
の
と
し
て
話
し
合
わ
れ
て
お
り
、「
も
う
一
度
公
募
し
て
み
た
い
」
と
い
う
高
橋
や
、「
北
原
白
秋
が
い
い

ら
し
い
」
と
い
う
板
倉
ら
の
意
見
、
小
泉
塾
長
の
「
私
は
佐
藤
春
夫
が
ど
う
か
と
思
う
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
全
体
を
ま
と
め

て
小
泉
が
「
百
年
祭
は
臨
時
の
処
置
を
講
じ
て
置
き
ま
し
た
。
佐
藤
を
第
一
候
補
者
と
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
流

れ
か
ら
、
富
田
に
歌
詞
を
つ
け
さ
せ
た
信
時
潔
の
音
楽
を
そ
の
ま
ま
塾
歌
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
委
員
達
の
頭
に
な
か
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
尚
、
こ
こ
で
塾
歌
作
詞
の
第
一
候
補
と
し
て
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
佐
藤
春
夫
（
明
治
二
五
―
昭
和
三

九
）
は
数
多
く
の
校
歌
の
作
詞
を
手
が
け
て
い
る
。
彼
は
義
塾
関
係
で
は
こ
こ
で
名
前
が
あ
が
る
よ
り
前
の
昭
和
五
年
に
「
普
通

部
の
歌
」
を
作
詞
（
堀
内
敬
三
作
曲
）
し
て
お
り
、
後
の
昭
和
三
九
年
に
は
幼
稚
舎
九
〇
年
の
記
念
で
、
現
在
も
毎
年
一
月
一
〇

日
に
幼
稚
舎
生
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
る
「
福
澤
諭
吉
こ
こ
に
あ
り
」
を
作
詞
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
信
時
潔
が
曲
を
つ
け
て
い

る
。以

前
付
け
ら
れ
た
与
謝
野
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
詩
を
使
わ
ず
に
、
五
年
程
置
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
信
時
潔
の
曲
を

活
用
し
よ
う
と
考
え
て
、
富
田
正
文
に
作
詞
依
頼
を
し
た
の
は
小
泉
信
三
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
ど
の
よ
う
な
資
料
が
使
用
さ
れ

た
か
は
推
測
す
る
よ
り
他
に
な
い
が
、
何
ら
か
の
楽
譜
が
富
田
に
手
渡
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
付
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
興
味
深
い
資
料
と
し
て
、
信
時
の
楽
譜
類
の
中
に
、
妻
ミ
イ
の
手
に
よ
る
年
代
不
明
の
手
稿
譜
、「
慶
應
義
塾
々
歌
」
の

最
初
の
部
分
の
メ
ロ
デ
ィ
が
書
き
込
ま
れ
た
楽
譜
の
一
ペ
ー
ジ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
次
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
見
ら
れ
る
通
り
、
こ
こ

に
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
が
書
き
込
ま
れ
ず
、
調
号
も
な
い
の
で
、
途
中
で
書
き
損
じ
て
捨
て
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
メ
ロ

デ
ィ
を
見
る
と
、
信
時
が
与
謝
野
に
依
頼
さ
れ
て
最
初
に
メ
ロ
デ
ィ
を
書
い
た
リ
ズ
ム
と
は
別
の
書
き
方
を
し
て
い
る
箇
所
（
一

二
小
節
目
、
付
点
八
分
音
符
と
一
六
分
音
符
で
書
か
れ
て
い
た
Ｂ♭
の
音
が
、
四
分
音
符
一
つ
で
書
か
れ
て
い
る
）
が
あ
る
。
与
謝
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野
の
詩
が
つ
け
ら
れ
た
後
の
「
塾
歌
」
完
成
時
の
リ
ズ
ム
と
も
異
な

り
、
富
田
正
文
が
歌
詞
を
付
け
て
「
日
本
の
誇
」
に
な
っ
た
後
の
音

価
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
楽
譜
は
昭
和
二
年
に
書

か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
富
田
正
文
の
歌
詞
の
つ
い
た
「
日

本
の
誇
」
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
の
楽
譜
の
清
書
途
中
で
あ
っ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
「
慶
應
義
塾
々
歌
」
と
い
う
題
名
が
あ
る
の

は
お
か
し
い
。
と
す
る
と
こ
の
手
稿
譜
の
断
片
は
、
富
田
正
文
に
作

詞
を
依
頼
す
る
た
め
に
昭
和
九
年
に
な
っ
て
改
め
て
音
楽
だ
け
を
書

き
出
し
て
も
ら
っ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
与
謝
野
の
歌
詞
の
入
ら
な
い

与
謝
野
・
信
時
版
「
慶
應
義
塾
々
歌
」
の
楽
譜
の
途
中
稿
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
形
で
楽
譜
が
富
田
に
渡
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
二
年
の
最
初
の
信
時
の
メ
ロ
デ
ィ
ス

ケ
ッ
チ
に
見
ら
れ
た
赤
鉛
筆
で
の
書
き
込
み
の
「
音
節
数
」
は
、
富
田
正
文
に
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実

際
に
富
田
が
信
時
潔
作
曲
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
ど
の
よ
う
な
楽
譜
を
受
け
取
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
富
田
自

身
が
書
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
、
自
分
は
楽
譜
が
読
め
な
い
の
で
、
作
曲
家
で
あ
る
友
人
の
橋
本
國
彦
（
明
治
三
七
―
昭
和
二

四
）
の
と
こ
ろ
へ
楽
譜
を
持
っ
て
行
っ
て
ピ
ア
ノ
を
叩
い
て
も
ら
い
、
大
体
の
メ
ロ
デ
ィ
を
頭
に
入
れ
て
「
日
本
の
誇
」
を

（
26
）

作
っ
た
と
い
う
。
自
力
で
楽
譜
を
解
読
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
に
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
指
導
に
も
か
か
わ
っ

て
い
た
橋
本
國
彦
の
力
を
借
り
て
メ
ロ
デ
ィ
を
頭
に
入
れ
て
歌
詞
を
作
っ
た
と
い
う
富
田
の
言
葉
か
ら
も
、
信
時
潔
は
こ
の
「
日

本
の
誇
」
の
制
作
に
あ
た
っ
て
富
田
の
作
詞
に
関
与
し
な
か
っ
た
こ
と
も
見
え
て
く
る
。
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結
果
と
し
て
こ
の
作
品
も
ま
た
信
時
作
品
に
は
珍
し
い
「
曲
先
行
」
の
例
と
な
っ
た
。
後
に
出
来
上
が
る
新
塾
歌
を
語
る
時

に
、
富
田
正
文
と
信
時
潔
は
「
日
本
の
誇
」
で
作
詞
と
作
曲
を
し
た
コ
ン
ビ
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、「
日
本
の
誇
」
の

制
作
の
経
過
を
見
て
み
る
と
信
時
の
作
曲
と
富
田
の
作
詞
は
全
く
別
々
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の
二
人
の
直
接
の
交
流
は
特

に
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

福
澤
先
生
誕
生
百
年
祭
の
歌
「
日
本
の
誇
」
の
作
詞
と
、
福
澤
全
集
の
刊
行
へ
の
謝
礼
と
し
て
、
昭
和
九
年
七
月
二
三
日
に
慶

應
義
塾
か
ら
富
田
正
文
に
一
〇
〇
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
謝
礼
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
る
と
、
折
口
の
塾
歌
草
案
が
義
塾
に

提
出
さ
れ
る
の
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
「
日
本
の
誇
」
の
歌
詞
制
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
昭
和

二
年
に
完
成
し
て
い
た
信
時
潔
の
曲
に
対
し
て
百
年
祭
の
た
め
に
小
泉
塾
長
が
富
田
に
歌
詞
を
依
頼
し
た
作
品
は
、
昭
和
九
年
一

一
月
の
祝
賀
会
に
お
い
て
富
田
正
文
作
詞
・
信
時
潔
作
曲
の
「
日
本
の
誇
」
と
い
う
新
し
い
曲
と
な
っ
て
華
や
か
に
披
露
さ
れ

た
。
福
澤
先
生
誕
生
百
年
祭
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
塾
歌
を
発
表
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
何
年
も
前
に
「
新
塾
歌
」
と
し
て
作
ら
れ

て
い
た
信
時
潔
の
音
楽
を
使
い
、「
臨
時
の
処
置
と
し
て
」
結
果
と
し
て
今
日
ま
で
歌
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
曲
を
生
み
出
し
た
立

役
者
は
小
泉
信
三
だ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
―
（
二
）、
現
行
塾
歌
の
作
詞
依
頼：
富
田
正
文
（
昭
和
一
一
年
五
月
〜
）

福
澤
先
生
誕
生
百
年
祭
か
ら
さ
ら
に
一
年
以
上
が
経
過
し
、
新
塾
歌
を
ど
う
に
か
完
成
さ
せ
た
い
と
い
う
小
泉
信
三
塾
長
の
願

い
は
、
昭
和
一
一
年
に
次
の
作
詞
依
頼
と
い
う
形
に
つ
な
が
る
。
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
昭
和
九
年
の
時
点
で
第
一
候
補
と

な
っ
て
い
た
は
ず
の
佐
藤
春
夫
に
対
す
る
依
頼
で
は
な
く
、「
日
本
の
誇
」
を
作
詞
し
た
富
田
正
文
へ
の
作
詞
依
頼
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
一
年
五
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
「
塾
歌
に
関
す
る
協
議
会
」（
出
席：
川
合
、
板
倉
、
小
泉
塾
長
、
槇
理
事
、
倉
井
理
事
、
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小
澤
主
任
）
の
席
上
で
、
小
泉
塾
長
か
ら
従
来
の
経
過
が
報
告
さ
れ
た
後
、
評
議
を
経
て
歌
詞
を
富
田
正
文
に
依
頼
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
「
作
曲
依
頼
ニ
就
テ
ハ
人
選
纏
ラ
ズ
」
と
記
録
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
最
初
か
ら
富
田
正
文
と
信

時
潔
が
セ
ッ
ト
で
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

小
沢
の
（
27
）

記
憶
に
よ
れ
ば
、
小
泉
塾
長
が
突
然
「
君
、
塾
歌
を
富
田
君
に
頼
ん
で
く
れ
給
え
」
と
言
っ
て
き
た
と
い
う
。
小
沢
は

富
田
が
「
慶
應
義
塾
き
っ
て
の
福
澤
流
の
名
文
家
」
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
も
の
の
、
も
し
彼
が
承
知
し
て
く
れ
た
場
合
に

は
「
塾
長
は
懇
意
の
間
柄
だ
か
ら
と
言
っ
て
無
造
作
に
改
作
を
頼
む
譯
に
は
行
く
ま
い
、
與
謝
野
さ
ん
や
折
口
さ
ん
の
場
合
と

違
っ
て
、
變
な
扱
い
を
す
る
と
却
っ
て
事
は
面
倒
に
な
る
」
と
考
え
た
と
も
書
い
て
い
る
。「
富
田
君
は
恐
ら
く
こ
ん
な
大
役
は

引
受
け
な
い
で
し
ょ
う
」
と
言
う
と
「
そ
の
時
は
塾
の
命
令
だ
と
言
い
給
え
」
と
小
泉
か
ら
知
恵
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
小
沢
は

富
田
に
「
小
泉
さ
ん
か
ら
の
話
だ
か
ら
一
つ
や
っ
て
み
て
く
れ
給
え
」
と
懇
々
と
頼
む
が
、「
富
田
は
固
辞
し
て
受
け
な
」
い
。

そ
こ
で
小
泉
か
ら
の
奥
の
手
を
出
し
「
塾
命
だ
よ
」
と
言
う
と
「
そ
れ
で
は
兎
に
角
試
み
て
見
ま
し
ょ
う
」
と
漸
く
富
田
は
引
き

受
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

富
田
自
身
は
、「
改
め
て
塾
歌
を
作
れ
と
い
う
命
令
を
受
け
、
幾
度
び
か
作
り
直
し
書
き
改
め
て
、
ど
う
や
ら
よ
か
ろ
う
と

な
っ
た
の
が
今
の
塾
歌
で
、
も
と
よ
り
與
謝
野
・
折
口
両
大
家
の
作
詞
に
比
す
べ
く
も
（
28
）

な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
富

田
が
書
い
た
の
が
、
現
行
の
塾
歌
の
歌
詞
の
元
と
な
る
詩
で
あ
る
。「
元
と
な
る
詩
」
と
こ
こ
で
い
う
の
は
、
次
に
ふ
れ
る
よ
う

に
、
富
田
が
こ
の
時
点
で
書
い
た
歌
詞
は
ま
だ
現
在
の
塾
歌
の
形
で
は
な
く
、
作
曲
者
と
の
相
談
や
多
く
の
推
敲
作
業
を
経
て
次

第
に
形
を
変
え
、
今
の
塾
歌
の
歌
詞
に
た
ど
り
着
く
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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三
―
（
三
）、
現
行
塾
歌
の
作
曲
依
頼：

信
時
潔
の
二
つ
目
の
「
塾
歌
」（
昭
和
一
五
年
五
月
頃
〜
）

富
田
正
文
の
歌
詞
制
作
は
こ
う
し
て
進
ん
だ
が
、
そ
れ
を
誰
に
作
曲
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
話
し
合
い
に
つ
い
て
は
記
録
が
何

も
残
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
委
員
会
の
審
議
を
経
る
こ
と
な
く
内
々
に
信
時
潔
に
依
頼
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
模
様
で
あ

る
。
こ
の
富
田
の
詩
に
対
す
る
信
時
潔
の
二
曲
目
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
作
曲
が
始
ま
っ
た
の
は
、
信
時
の
作
曲
帳
の
書
き
込
み

時
期
か
ら
昭
和
一
五
年
五
月
頃
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
十
五
年
九
月
に
提
出
さ
れ
た
最
初
の
作
曲
以
来
、
再
三
改
訂
が

ほ
ど
こ
さ
れ
、
作
曲
者
み
ず
か
ら
来
塾
し
て
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ
サ
ィ
ェ
テ
ィ
ー
部
員
に
よ
る
斉
唱
練
習
を
試
み
る
な
ど
し
て
よ
う
や

く
完
成
さ
（
29
）

れ
た
」
と
い
う
流
れ
を
経
て
昭
和
一
六
年
に
発
表
さ
れ
た
最
終
的
な
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。
こ
う
し
て
順
調
に
制
作
は

進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
公
式
の
記
録
に
こ
の
新
し
い
塾
歌
の
作
曲
者
と
し
て
初
め
て
信
時
潔
の
名
前
が
出
る
の
は
昭
和
一
五

年
一
一
月
一
二
日
の
常
任
理
事
会
と
塾
歌
委
員
会
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。

小
沢
に
よ
れ
ば
、
歌
詞
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
―
―
お
そ
ら
く
昭
和
一
五
年
の
春
―
―
富
田
と
小
沢
が
二
人
で
自
動
車
を
飛
ば
し

て
上
野
の
音
楽
学
校
に
信
時
を
訪
ね
た
と
い
う
。
そ
し
て
、「
富
田
君
か
ら
歌
詞
を
御
覧
に
入
れ
、
曲
譜
に
合
わ
せ
て
無
理
と
思

わ
れ
る
語
は
富
田
君
と
信
時
先
生
と
直
に
相
談
し
て
訂
正
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
立
派
な
歌
詞
歌
曲
が
出
来
た
」
そ
う
で

あ
る
。
信
時
へ
の
こ
の
訪
問
の
際
に
富
田
と
小
沢
が
同
行
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
以
前
の
与
謝
野
の
よ
う
に
富
田
が
一
存

で
作
曲
を
信
時
に
依
頼
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
富
田
の
立
場
と
小
沢
の
行
動
か
ら
判
断
し
て
、
信
時
へ
の

作
曲
依
頼
に
つ
い
て
は
小
泉
信
三
の
意
志
か
ら
出
て
き
た
も
の
、
あ
る
い
は
富
田
の
希
望
が
入
っ
て
い
た
と
し
て
も
少
な
く
と
も

小
泉
の
賛
成
を
既
に
得
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

富
田
の
最
初
の
歌
詞
に
付
け
た
信
時
の
五
月
時
点
の
曲
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
推
敲
を
経
て
現
在
の
曲
に
変
化
し
た
過
程
は
音
楽
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的
に
も
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
推
敲
に
つ
い
て
は
以
前
文
章
に
ま
と
め
て
（
30
）

い
る
の
で
、
今
回
は
細
か
い
内
容
は
省
く

こ
と
と
し
、
以
前
信
時
の
自
筆
譜
を
検
討
し
た
と
き
に
は
判
別
で
き
な
か
っ
た
赤
鉛
筆
で
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
の
み
一
点
ふ
れ

て
お
き
た
い
。

昭
和
一
五
年
五
月
頃
に
第
一
稿
と
と
し
て
で
き
た
音
楽
は
、
現
在
の
塾
歌
と
は
ま
だ
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
前
ペ
ー
ジ
の
譜

例
に
挙
げ
た
も
の
が
そ
の
第
一
稿
で
（
31
）

あ
る
が
、
最
終
稿
に
向
け
て
大
き
く
リ
ズ
ム
が
変
わ
る
「
嵐
の
中
に
は
た
め
き
て
」
の
部
分

の
脇
に
、
男
声
合
唱
譜
の
草
稿
の
中
で
信
時
潔
が
赤
鉛
筆
で
メ
モ
し
て
い
る
言
葉
は
「
早
稲
田
、
明
大
、
国
に
誓
ふ
、
海
ゆ
か

ば
」
と
読
め
る
。
こ
の
赤
の
書
き
込
み
か
ら
は
、
先
に
で
き
て
い
た
早
稲
田
や
明
治
の
校
歌
を
推
敲
の
段
階
で
意
識
し
た
の
で
あ

ろ
う
こ
と
、
さ
ら
に
信
時
が
少
し
前
に
発
表
し
て
い
た
自
身
の
代
表
作
「
国
に
誓
ふ
」（
昭
和
一
三
年
）
や
「
海
ゆ
か
ば
」（
昭
和

一
二
年
）
の
曲
調
を
こ
の
部
分
の
推
敲
の
際
に
思
い
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
、
こ
こ
で
曲
名
が
あ
が
っ
て
い

る
「
国
に
誓
ふ
」
の
作
詞
者
は
、
塾
歌
審
査
委
員
の
一
人
で
あ
る
野
口
米
次
郎
で
あ
る
。
こ
の
「
早
稲
田
、
明
大
、
国
に
誓
ふ
、

海
ゆ
か
ば
」
と
い
う
メ
モ
が
信
時
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
書
か
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
試
演
を
聴
い
た
周
り
の
人
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
信
時
が
書
い
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
信
時
が
自
ら
の
手
で
楽
譜
に
メ
モ
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
人
が
こ
の
内
容
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
同
じ
部
分
に
赤
鉛
筆
で
大
き
く
「
セ
ワ

シ
イ
」
と
い
う
書
き
込
み
も
あ
り
、
実
際
に
こ
の
箇
所
は
「
海
ゆ
か
ば
」
や
「
国
に
誓
ふ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な

堂
々
と
し
た
動
き
に
大
き
く
変
え
ら
れ
て
行
く
。

「
今
囘
の
塾
歌
の
制
作
に
つ
い
て
は
作
詞
者
も
作
曲
者
も
並
々
な
ら
ぬ
苦
心
を
拂
つ
た
。
作
曲
上
の
効
果
を
得
る
た
め
一
度
び

決
定
し
た
歌
詞
に
對
し
て
、
作
曲
者
の
説
を
入
れ
て
遂
行
を
施
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
作
曲
者
信
時
氏
も
昨
年
九
月
提
出

し
た
最
初
の
作
曲
以
來
、
幾
度
か
改
訂
を
試
み
十
月
わ
ざ
わ
ざ
來
塾
し
て
ワ
グ
ネ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
イ
部
員
數
名
に
齊
唱
練
習
を
試
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み
、
義
塾
當
局
の
説
の
み
な
ら
ず
、
ワ
グ
ネ
ル
部
員
、
そ
の
他
の
感
想
を
熱
心
に
糺
し
、
更
に
推
敲
を
加
へ
十
一
月
初
旬
漸
く
決

定
稿
を
得
る
に
至
つ
た
の
で
（
32
）

あ
る
。」
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
信
時
潔
は
数
多
く
の
推
敲
を
加
え
て
お
り
、
様
々
な
時
点
で
の
自

筆
譜
や
筆
写
譜
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
推
敲
は
信
時
の
作
っ
た
校
歌
の
中
で
は
他
に
例
の
な
い
も
の
で
、「
慶
應
義
塾
塾

歌
」
制
作
に
対
す
る
熱
意
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
新
塾
歌
発
表
の
際
の
『
三
田
評
論
』
の
解
説
で
「
作
曲
上
に

於
て
最
も
苦
心
を
拂
つ
た
の
は
、
明
朗
で
荘
重
な
ら
し
め
る
こ
と
、
又
老
幼
共
に
歌
ひ
得
る
こ
と
、
式
典
歌
で
あ
る
と
同
時
に
應

援
歌
行
進
曲
な
ど
に
も
適
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
一
塾
歌
の
中
に
こ
れ
ら
の
諸
要
素
を
全
部
表
現
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
も
作
曲
者
が
、
幾
度
か
の
様
々
な
註
文
に
對
し
て
も
、
終
始
快
く
そ
の
説
を
入
れ
て
推
敲
を
重
ね
、

忠
實
に
要
求
を
満
足
せ
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
義
塾
に
對
す
る
深
い
好
意
を
寄
せ
る
人
で
な
く
て
は
為
し
得
な
い
こ
と
で
あ

る
。
此
の
意
味
に
於
て
信
時
氏
の
苦
心
に
對
し
て
は
特
に
感
謝
す
る
次
第
で
（
33
）

あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
書
か
れ
て

い
る
「
式
典
歌
で
あ
る
と
同
時
に
応
援
歌
行
進
曲
な
ど
に
も
」
と
い
う
件
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
昭
和
二
年
に
与
謝
野
寛
が
信
時

潔
に
塾
歌
制
作
を
依
頼
し
た
と
き
に
求
め
ら
れ
る
要
素
と
し
て
重
視
し
た
部
分
で
あ
り
、
信
時
が
十
数
年
後
の
こ
の
時
点
で
二
曲

目
の
「
塾
歌
」
を
作
曲
す
る
に
あ
た
っ
て
以
前
与
謝
野
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
意
識
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

富
田
と
信
時
の
こ
う
し
た
努
力
と
推
敲
を
経
て
、
昭
和
一
五
年
一
一
月
一
二
日
、
常
任
理
事
会
と
塾
歌
委
員
会
で
新
塾
歌
の
採

用
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
ず
午
前
中
に
開
か
れ
た
常
任
理
事
会
で
「
塾
歌
制
定
ハ
多
年
ノ
懸
案
ニ
シ
テ
豫
テ
本
會
ニ
於
テ
モ
議
シ
タ

ル
處
ナ
ル
ガ
作
詞
ヲ
富
田
正
文
君
ニ
、
作
曲
ヲ
信
時
音
樂
學
校
教
授
ニ
依
頼
シ
草
案
出
來
シ
タ
リ
」
と
小
泉
信
三
塾
長
が
報
告
し

て
い
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
二
つ
目
の
塾
歌
に
関
連
し
て
信
時
潔
の
名
が
正
式
な
記
録
に
出
て
来
る
の
は
こ
れ
が
最
初
で
あ

る
。
さ
ら
に
同
日
午
後
に
開
催
さ
れ
た
「
塾
歌
委
員
会
」（
出
席：

川
合
、
板
倉
、
野
口
、
小
泉
塾
長
、
槇
理
事
、
小
沢
主
事
、

山
村
主
任
）
で
「
小
泉
塾
長
開
會
ヲ
宣
シ
従
來
ノ
経
過
ヲ
報
告
、
富
田
正
文
君
ニ
依
頼
中
ノ
歌
詞
出
来
セ
ル
ニ
付
審
議
ア
リ
タ
キ

信時潔作曲の二つの「慶應義塾塾歌」
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旨
ヲ
述
ベ
、
別
紙
歌
詞
ニ
付
審
議
ノ
末

第
三
番
中
「
執
る
筆
か
ざ
す
わ
が
額
の
」
ナ
ル
一
節
ヲ
更
ニ
適
切
ナ
ル
句
ニ
変
ヘ
ル
コ

ト
ヲ
條
件
ト
シ
テ
塾
歌
ト
シ
テ
採
用
ス
ル
コ
ト
ニ
意
見
ノ
一
致
ヲ
見
タ
リ
。」
と
あ
り
、
こ
の
長
い
塾
歌
制
定
の
ス
ト
ー
リ
ー
の

中
で
よ
う
や
く
歌
詞
の
「
採
用
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

本
来
な
ら
ば
こ
れ
に
続
い
て
誰
に
作
曲
を
依
頼
す
る
か
と
い
う
議
論
に
入
る
段
階
の
は
ず
だ
が
、
小
泉
塾
長
は
既
に
依
頼
済
み

の
作
曲
者
に
つ
い
て
の
報
告
を
こ
こ
で
続
け
て
行
う
。「
右
作
曲
ハ
信
時
潔
氏
ニ
依
頼
、
既
ニ
出
来
セ
ル
旨
ヲ
小
泉
塾
長
ヨ
リ
報

告
、
各
委
員
ノ
承
認
ヲ
求
メ
、
塾
内
ワ
グ
ネ
ル
ソ
サ
イ
エ
テ
イ
會
員
二
名
ヲ
シ
テ
試
ミ
ニ
唄
ハ
シ
メ
タ
リ
」。
こ
う
し
て
富
田
の

歌
詞
を
読
み
、
ワ
グ
ネ
ル
会
員
の
歌
唱
に
よ
る
演
奏
を
聴
い
た
各
委
員
の
反
応
は
よ
か
っ
た
。
先
程
の
「『
執
る
筆
か
ざ
す
わ
が

額
の
』
と
い
う
一
節
を
変
え
る
べ
き
」
と
い
う
野
口
の
意
見
は
出
て
い
る
も
の
の
、
歌
詞
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
の
中
で
は
一

番
い
い
」
と
い
う
板
倉
の
感
想
が
あ
り
、
音
楽
に
つ
い
て
も
「
曲
が
な
か
な
か
良
い
」
と
お
お
む
ね
好
評
を
得
て
い
る
。
そ
し
て

委
員
会
は
議
論
の
結
果
「
塾
歌
ト
シ
テ
右
ヲ
サ
イ
ヨ
ウ
ス
ル
コ
ト
」
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

後
日
一
二
月
九
日
の
常
任
理
事
会
上
で
、
塾
職
員
で
あ
る
富
田
へ
の
作
詞
の
謝
礼
は
三
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
、
塾
歌
の
著
作
権

の
扱
い
、
編
曲
や
楽
譜
印
刷
の
費
用
な
ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
事
柄
が
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
一
二
月
一
三
日
に
富
田

正
文
と
小
沢
愛
圀
が
信
時
潔
を
音
楽
学
校
に
訪
問
、
最
終
的
に
作
曲
の
謝
礼
金
一
〇
〇
〇
円
を
手
渡
し
、
小
泉
信
三
塾
長
宛
の
著

作
権
承
諾
書
に
信
時
か
ら
サ
イ
ン
と
印
を
も
ら
っ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
一
二
月
九
日
の
常
任
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た

こ
と
の
う
ち
、「
原
譜
ハ
大
切
ニ
義
塾
ニ
保
存
シ
」
と
い
う
内
容
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
義
塾
の
ど
こ
か
に
保
存
さ
れ
た
は
ず

の
最
終
稿
の
原
譜
の
行
方
は
現
在
分
か
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
義
塾
に
保
存
さ
れ
て
い
る
現
行
塾
歌
の
手
稿
譜
は
福
沢
研
究
セ
ン

タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
途
中
稿
（
信
時
ミ
イ
の
筆
写
に
よ
る
途
中
稿
の
清
書
譜
）
の
み
で
あ
る
。

尚
、
歌
詞
の
三
番
の
「
執
る
筆
か
ざ
す
わ
が
額
の
」
を
変
え
る
と
い
う
条
件
の
も
と
採
用
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
結
局
変
更
さ
れ
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ず
に
発
表
さ
れ
、
現
在
も
こ
の
歌
詞
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
関
連
し
て
作
詞
者
の
富
田
は
昭
和
一
六
年
一
月
の
発
表
時

の
説
明
の
中
で
「
此
の
塾
歌
は
、
慶
應
義
塾
の
歴
史
の
誇
り
と
、
我
が
學
風
と
、
塾
の
徽
章
の
光
輝
と
を
謳
つ
た
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
塾
の
徽
章
の
輝
く
と
こ
ろ
常
に
世
の
信
頼
と
尊
敬
の
的
た
ら
ん
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
聯
の
歌
詞
の
中

「
執
る
筆
か
ざ
す
わ
が
額
の
徽
章
の
譽
」
と
は
、
我
ら
の
兜
の
前
立
な
る
ペ
ン
の
徽
章
の
光
輝
の
謂
で
（
34
）

あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

こ
の
「
執
る
筆
か
ざ
す
わ
が
額
の
」
と
い
う
一
節
は
こ
の
塾
歌
の
三
番
の
要
で
あ
る
と
作
詞
者
は
と
ら
え
て
お
り
、
容
易
に
変
更

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
一
五
年
以
上
に
渡
る
長
い
「
新
塾
歌
へ
向
か
う
旅
」
は
、
富
田
正
文
と
信
時
潔
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
を
得
て
そ
の

終
着
点
に
よ
う
や
く
た
ど
り
着
く
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
至
っ
て
も
ま
だ
塾
歌
委
員
会
は
話
を
す
っ
き
り
と
終
わ
ら
せ
よ

う
と
し
て
い
な
い
。
富
田
・
信
時
作
塾
歌
の
採
用
を
正
式
に
決
め
た
一
一
月
一
二
日
の
塾
歌
委
員
会
の
会
議
報
告
で
は
「
右
ヲ
サ

イ
ヨ
ウ
ス
ル
コ
ト
ト
ハ
ナ
リ
タ
ル
モ
」
に
続
い
て
「
更
ニ
別
ニ
野
口
米
次
郎
氏
ニ
作
歌
（「
他
日
機
ヲ
見
テ
作
詞
」
と
後
に
記
録

を
訂
正
）
ヲ
依
頼
ス
ル
コ
ト
ト
シ
同
氏
之
ヲ
快
諾
セ
リ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
制
作
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は

い
っ
て
も
昭
和
一
六
年
一
月
に
富
田
正
文
作
詞
・
信
時
潔
作
曲
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
が
正
式
に
発
表
さ
れ
た
後
に
こ
の
「
野
口

米
次
郎
作
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
制
作
が
実
際
に
開
始
さ
れ
た
様
子
は
な
い
。

現
行
の
塾
歌
制
定
へ
の
流
れ
を
追
っ
て
み
る
と
、「
日
本
の
誇
」
の
富
田
へ
の
作
詞
依
頼
か
ら
そ
の
前
年
に
塾
長
に
な
っ
た
小

泉
信
三
の
決
断
力
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
新
塾
歌
の
制
定
を
ど
う
に
か
実
現
し
よ
う
と
い
う
彼
の
強
い
意
志
の
下
、
作

詞
・
作
曲
依
頼
を
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
す
す
め
て
い
っ
た
印
象
が
残
る
。
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お
わ
り
に

大
正
一
五
年
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
一
六
年
の
初
め
ま
で
と
い
う
長
い
時
間
を
か
け
た
塾
歌
制
定
の
物
語
を
改
め
て
通
し
て
み
る

と
、
何
年
間
か
話
が
途
切
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
誰
か
が
何
ら
か
の
動
き
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
行
の
塾
歌
を

採
用
す
る
際
に
小
泉
信
三
の
決
断
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
昭
和
一
六
年
を
過
ぎ
て
も
な
お
塾
歌
委
員
会
は
議
論
し
て
次
の
候
補
者

を
探
し
続
け
る
作
業
を
繰
り
返
し
て
行
き
、
新
塾
歌
は
い
つ
ま
で
も
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
で
歌
詞
は
色
々
な
形
で
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た
が
、
塾
歌
の
「
曲
」
と
い
う
姿
に
な
っ
た
の
は
信
時
潔

に
よ
る
二
曲
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
の
み
だ
っ
た
。
信
時
が
最
初
に
「
塾
歌
」
と
し
て
作
っ
た
も
の
が
「
日
本
の
誇
」
と
し
て
形

を
変
え
、
結
果
と
し
て
現
在
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
と
発
表
年
が
近
く
、
ど
ち
ら
も
富
田
正
文
作
詞
・
信
時
潔
作
曲
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
二
つ
の
作
品
が
似
た
よ
う
な
成
立
経
緯
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
が
ち
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

今
回
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
独
立
し
た
「
塾
歌
」
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
曲
目
の
塾
歌
は
富
田
正
文
の
詩
に
対
し
て
「
詩
先
行
」
の
標
準
的
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
信
時
作
の
校
歌
や
団
体

歌
と
し
て
は
他
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
何
段
階
も
の
大
掛
か
り
な
推
敲
を
経
て
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
ど
ち
ら
の
「
慶
應
義

塾
塾
歌
」
も
信
時
潔
と
し
て
は
例
外
的
な
創
作
経
緯
を
持
つ
作
品
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
二
曲
を
信
時
潔
に
依
頼
し
て
作
ら
せ
た
の
は
与
謝
野
寛
と
小
泉
信
三
と
い
う
二
人
の
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
強
い
意
志
で
あ

り
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
幾
度
も
の
会
合
を
持
っ
て
多
く
の
詩
人
た
ち
の
名
を
候
補
に
挙
げ
て
話
し
合
い
を
続
け
て
来
た
塾
歌
委

員
会
の
総
意
で
は
な
か
っ
た
。
塾
歌
制
定
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
舞
台
前
半
で
大
暴
れ
し
て
去
っ
た
与
謝
野
寛
の
一
存
に
よ
る
作
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曲
依
頼
は
、
信
時
作
品
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
い
「
曲
先
行
」
と
い
う
形
を
と
る
一
曲
目
の
「
慶
應
義
塾
塾
歌
」
を
生
み
出
し

た
。
そ
し
て
記
念
祭
で
塾
歌
を
発
表
し
た
い
が
間
に
合
わ
な
い
か
ら
と
い
う
小
泉
信
三
の
「
臨
時
処
置
の
記
念
歌
」
用
の
富
田
へ

の
作
詞
依
頼
は
、「
不
採
用
塾
歌
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
最
初
の
塾
歌
を
数
年
後
に
「
日
本
の
誇
」
と
い
う
新
し
い
作
品
へ

と
再
生
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
大
正
末
期
か
ら
の
塾
歌
制
定
と
い
う
舞
台
上
に
初
め
か
ら
ず
っ
と
立
ち
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
終
盤
に
向

か
っ
て
存
在
感
を
増
し
、
最
終
的
に
最
高
責
任
者
で
あ
る
慶
應
義
塾
塾
長
と
し
て
新
塾
歌
制
定
を
強
く
願
っ
た
小
泉
信
三
が
、
や

や
独
走
と
も
見
え
な
く
も
な
い
富
田
へ
の
作
詞
依
頼
と
信
時
へ
の
作
曲
依
頼
を
行
な
っ
た
お
か
げ
で
、
信
時
潔
の
二
曲
目
の
「
慶

應
義
塾
塾
歌
」
す
な
わ
ち
現
行
の
塾
歌
が
今
の
形
を
と
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

注（
1
）
折
口
信
夫
「
慶
応
義
塾
塾
歌
草
案
」『
折
口
信
夫
全
集

第
二
七
巻
』（
一
九
九
七
）
三
九
三
頁

（
2
）
坂
部
由
紀
子
「
慶
應
義
塾
塾
歌
の
成
立
―
昭
和
十
五
年
五
月
〜
十
一
月
の
作
曲
・
推
敲
過
程
か
ら
―
」『
慶
應
義
塾
中
等
部
紀
要V

eri-

tas
III

』（
一
九
九
六
）
六
四
―
八
七
頁

（
3
）
坂
部
由
紀
子
「
幻
の
慶
應
義
塾
塾
歌
―
与
謝
野
寛
作
詞
・
信
時
潔
作
曲
の
塾
歌
試
作
」『
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
年
報

第
一
七
号
』（
二
〇
一
〇
）
七
―
一
六
頁

（
4
）
二
〇
〇
九
年
に
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
「
信
時
潔
文
庫
」
が
誕
生
し
た
。
現
在
も
資
料
の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団
『
Ｓ
Ｐ
音
源
復
刻
版

信
時
潔

作
品
集
成
』（
二
〇
〇
八
）

（
6
）
平
成
二
八
年
一
月
一
日
に
信
時
潔
の
著
作
権
保
護
が
完
了
し
、
楽
譜
の
入
手
や
演
奏
の
機
会
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。

（
7
）
早
稲
田
大
学
の
校
歌
を
作
る
に
あ
た
っ
て
も
学
生
か
ら
の
歌
詞
募
集
が
一
旦
行
わ
れ
て
い
る
。
応
募
作
品
と
し
て
二
三
篇
が
集
ま
っ
た

も
の
の
、
審
査
に
あ
た
っ
た
坪
内
逍
遥
と
島
村
抱
月
の
目
に
か
な
う
も
の
が
な
く
、
結
局
相
馬
御
風
に
作
詞
を
依
頼
、
そ
れ
に
東
儀
鉄
笛
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が
曲
を
付
け
て
「
都
の
西
北
」
が
完
成
し
て
い
る
。

（
8
）
「
塾
歌
に
歴
史
あ
り

一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
制
定
の
旧
塾
歌
と
そ
の
周
辺
」『
塾
』
第
二
八
二
号

二
〇
一
四
年
春

二
六
―
二

七
頁

（
9
）
資
料
内
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
記
載
は
な
い
が
、
横
山
が
全
作
品
を
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
分
類
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
、
採
点
表

の
空
欄
の
と
り
方
か
ら
各
ラ
ン
ク
の
作
品
数
を
推
測
し
た
。

（
10
）
小
沢
愛
圀
「
塾
歌
由
来
記
」『
三
色
旗
』
第
一
二
三
号
（
昭
和
三
三
年
六
月
刊
）
二
三
―
二
五
頁

（
11
）
小
沢
の
文
章
の
中
で
は
、
与
謝
野
へ
の
依
頼
が
塾
員
へ
の
公
募
に
先
立
つ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
塾
歌
関
連
資
料
」
そ
の

他
の
記
録
か
ら
時
期
的
に
あ
り
え
ず
、
小
沢
の
順
番
の
記
憶
違
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
与
謝
野
へ
の
依
頼
か
ら
草
稿
の
完
成

ま
で
の
資
料
は
他
に
残
っ
て
お
ら
ず
、
依
頼
等
に
直
接
か
か
わ
っ
て
い
た
は
ず
の
小
沢
が
書
き
残
し
て
い
る
文
章
の
信
頼
性
は
高
い
と
思

わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
扱
う
。

（
12
）
小
沢
は
こ
の
歌
譜
に
つ
い
て
「
塾
で
は
、
普
通
部
、
商
工
學
校
、
幼
稚
舎
の
生
徒
を
再
度
ホ
ー
ル
に
集
め
て
、
音
樂
の
先
生
に
ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
貰
い
、
曲
に
合
わ
せ
て
唱
和
さ
せ
て
見
た
。」
と
し
て
お
り
、
歌
詞
が
出
来
た
の
は
そ
れ
よ
り
後
と
書
い
て
い
る
が
、「
塾
歌
関

連
資
料
」
に
残
る
委
員
会
等
の
資
料
や
与
謝
野
の
手
紙
を
み
る
限
り
、
歌
詞
が
出
来
て
か
ら
初
め
て
試
演
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
曲
だ
け
で
歌
詞
を
つ
け
ず
に
試
演
し
た
と
い
う
の
は
小
沢
の
記
憶
違
い
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）
信
時
潔
は
与
謝
野
晶
子
の
詞
に
も
作
曲
し
『
小
曲
五
章
』（
大
正
一
五
年
）
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。

（
14
）
「
註
釈
與
謝
野
寛
全
集
」『
冬
柏
』
第
六
巻
第
七
号
（
昭
和
一
〇
年
七
月
号
）
四
二
頁

（
15
）
信
時
潔
の
研
究
者
、
信
時
裕
子
氏
に
よ
る
と
、
戦
中
の
歌
詞
を
戦
後
変
更
し
て
新
し
い
歌
詞
を
あ
て
は
め
た
「
日
立
製
作
所
社
歌
」
以

外
に
は
、
曲
先
行
の
例
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。

（
16
）
こ
の
項
目
は
、
こ
の
後
、
審
査
委
員
に
印
刷
し
て
回
覧
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
「
慶
應
義
塾
々
歌
に
就
い
て

摘
要
」
で
は
、
内
容
は
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
が
二
項
に
わ
か
れ
て
言
葉
が
少
し
か
わ
り
、「
一
、
常
に
唱
ふ
べ
き
歌
は
、
作
曲
の
美
を
第
一
と
す
べ
き
に
つ
き
東
京
音
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樂
學
校
教
授
信
時
潔
君
に
、
歌
の
趣
旨
を
語
り
、
先
き
に
曲
譜
を
作
成
し
た
り
。」「
一
、
曲
譜
は
在
来
の
校
歌
其
他
の
型
を
無
視
し
、
新

し
き
精
神
を
以
て
別
趣
の
も
の
出
来
上
れ
り
。」
と
な
っ
た
。

（
17
）
こ
の
項
目
も
、
委
員
に
回
覧
さ
れ
る
「
摘
要
」
で
は
若
干
言
葉
が
か
わ
り
、「
一
、
歌
も
曲
譜
も
、
塾
歌
た
る
と
共
に
、
運
動
部
の
歌

た
る
に
適
す
る
や
う
用
意
せ
り
。」「
一
、
歌
は
「
修
身
要
領
」
其
他
慶
應
義
塾
と
福
澤
先
生
と
に
関
す
る
諸
種
の
資
料
を
参
照
し
、
屢
改

作
し
て
、
別
紙
の
も
の
と
成
れ
り
。
用
語
は
能
ふ
限
り
、
福
澤
先
生
の
文
章
よ
り
採
擇
し
た
り
。」「
一
、
歌
は
作
曲
と
の
関
係
上
、
開
口

音
を
多
く
排
置
し
、
促
音
其
他
を
避
け
た
り
。」
と
な
っ
た
。

（
18
）
こ
の
二
項
目
も
「
摘
要
」
で
は
「
一
、
塾
の
諸
先
輩
に
て
、
之
を
第
一
稿
と
し
、
御
髙
見
を
加
へ
ら
れ
た
し
。
幾
回
に
て
も
之
を
改
め

て
完
成
し
た
し
。」「
一
、
猶
九
月
早
々
、
信
時
君
の
樂
器
を
合
せ
て
、
諸
先
輩
の
御
参
考
に
供
ふ
べ
き
豫
定
な
り
。」
と
な
る
。

（
19
）
前
掲
「
塾
歌
由
来
記
」
二
四
頁

（
20
）
前
掲
「
塾
歌
由
来
記
」
二
四
頁

（
21
）
前
掲
「
塾
歌
由
来
記
」
二
四
頁

（
22
）
「
年
譜
」『
折
口
信
夫
全
集

第
三
六
巻
』（
平
成
一
三
年
）
八
一
頁

（
23
）
「
年
譜
」『
折
口
信
夫
全
集

第
三
六
巻
』（
平
成
一
三
年
）
二
六
八
頁

「
年
譜
抄
」『
三
田
の
折
口
信
夫
』（
昭
和
四
八
年
）
四
六
〇
頁

池
田
弥
三
郎
「
不
採
用
塾
歌
―
義
塾
百
年
外
史
―
」『
三
田
評
論
』
第
五
七
三
号
（
一
九
五
七
）
二
四
―
二
六
頁

会
田
倉
吉
「
塾
史
の
中
の
折
口
信
夫
」『
三
田
の
折
口
信
夫
』（
昭
和
四
八
年
）
二
七
三
頁

（
24
）
慶
應
義
塾
中
等
部
紀
要V

eritas
X
X
III

（
平
成
二
九
年
三
月
刊
予
定
）

（
25
）
前
掲
「
塾
歌
由
来
記
」
へ
の
富
田
正
文
に
よ
る
附
記
（
二
五
頁
）

（
26
）
前
掲
「
塾
歌
由
来
記
」
へ
の
富
田
正
文
に
よ
る
附
記
（
二
五
頁
）

（
27
）
前
掲
「
塾
歌
由
来
記
」
二
四
頁
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（
28
）
前
掲
「
塾
歌
由
来
記
」
へ
の
富
田
正
文
に
よ
る
附
記
（
二
五
頁
）

（
29
）
「
新
塾
歌
の
制
定
」『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
）（
昭
和
三
三
年
―
昭
和
四
四
年
）
六
五
七
頁

（
30
）
坂
部
由
紀
子
「
慶
應
義
塾
塾
歌
の
成
立
―
昭
和
十
五
年
五
月
〜
十
一
月
の
作
曲
・
推
敲
過
程
か
ら
―
」『
慶
應
義
塾
中
等
部
紀
要V

eri-

tas
III

』（
一
九
九
六
）
六
四
―
八
七
頁

（
31
）
前
掲
「
慶
應
義
塾
塾
歌
の
成
立
―
昭
和
十
五
年
五
月
〜
十
一
月
の
作
曲
・
推
敲
過
程
か
ら
―
」
七
八
―
七
九
頁
よ
り
転
載

（
32
）
三
田
評
論
編
集
部
「
新
塾
歌
の
制
定
―
塾
歌
の
制
定
と
そ
の
沿
革
―
」『
三
田
評
論
』
第
五
二
一
号
（
昭
和
一
六
年
二
月
号
）
三
二
頁

（
33
）
前
掲
「
新
塾
歌
の
制
定
―
塾
歌
の
制
定
と
そ
の
沿
革
―
」
三
二
頁

（
34
）
前
掲
「
新
塾
歌
の
制
定
―
塾
歌
の
制
定
と
そ
の
沿
革
―
」
三
二
頁

130


